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松本市平田本郷遺跡

―緊急発掘調査報告書―

1994. 3

長野県松本市教育委員会



序

松本市南部に位置する芳川地区では小屋地籍の小原遺跡をはじめ、いくつかの

遺跡の存在が知られていました。

このたび隣接する平田地籍に県営ほ場整備事業が及ぶことになりました。その

中には周知の平田本郷遺跡も含まれており、文化財の保護を図るため、松本市が

松本地方事務所より委託を受け、松本市教育委員会が事業に先立って緊急発掘調

査を実施し、遺跡の記録保存を行なうこととなりました。

発掘調査は市教育委員会の委託を受けた財松本市教育文化振興財団によって組

織された調査団により、平成 4年11月 から翌 5年 3月 にかけて行なわれました。

冬期の作業は厳寒と積雪、軟弱な足場などに悩まされましたが、参加者の皆様の

御尽力により無事終了することができました。その結果、奈良 0平安時代の竪穴

住居址94軒のほか、掘立柱建物址 6棟、また同時期の遺物を多数得ました。特に

鉄鉢や埋設された 2基の大甕は注目すべき発見です。これらは今後地域の歴史解

明に大変役立つ資料となることと思います。

しかしながら開発事業に先立って行なわれる発掘調査は記録保存という遺跡の

破壊を前提とする側面があることも事実であります。私たちの生活が豊かになる

ための開発とそれによって失われる歴史遺産という矛盾のなかで、文化財保護に

携わる者の苦悩は絶えません。本書を通して、文化財保護へのご理解を深めて頂

ければ、この上なく幸いに存じます。

最後になりましたが、苛酷な状況のなか発掘作業に御協力頂いた参加者の皆様、

また調査の実施に際して、多大な御理解を頂いた芳川土地改良区の方々、地元関

係者の皆様に厚 く御礼申し上げます。

平成 6年 3月

松本市教育委員会 教育長 守 屋 立 秋



例  言

1.本書は平成 4年 11月 9日 から平成 5年 3月 24日 にわたり実施された松本市芳川平田に所在する

平田本郷遺跡の緊急発掘調査報告書である。

2。 本調査は平成 4年度県営ほ場整備事業に伴う発掘調査であり、芳川土地改良区より松本市が委

託を受け、松本市教育委員会が実施した。

3。 本調査および本書の作成は松本市より委託を受けた(財 )松本市教育文化振興財団が行った。

4。 本書の執筆・作成は第 1章 :事務局、第 2章第 1節 :第 3章第 3節 5木下守、 2節太田守夫、

第 3章第 2節 3百瀬忠幸、 405三村竜一、 3節 1竹内靖長、 2・ 3関澤聡、 4三村竜一、 5

木下守、第 3章第 1節・ 2節 1・ 2・ 第 4章高桑俊雄、写真図版市川温が行った。

5。 本書作成にあたっっての作業分担は次の通 りである。

遺物洗浄 :内澤紀代子、竹平悦子、洞沢文江

遺物復元 :内田和子、倉科祥恵、堤加代子、村松恵美子、矢崎寛子

遺物実測 :赤羽包子、石合英子、林和子、平出貴史、MIN AUNG THWE、 吉沢克彦

遺物 トレース :開嶋八重子、竹原久子、松尾明恵、村田昇司

遺構図整理 :小松正子、丸山恵子

遺構図 トレース :上條尚美、村山牧枝

図版作成 :大谷千晴、渡辺よしこ

遺物写真撮影 :宮嶋洋一

6。 現場調査・遺物整理において次の方々より御教示を頂いた。

大竹憲昭、桐原健、直井雅尚、樋口昇一

7.本書の中で使用した遺構名の省略語は次の通りである。

竪穴住居址→住、掘立柱建物址→建、土坑→土、ピット→P

8。 本調査に関する出土遺物及び測量・実測図類は松本市教育委員会が保管している。

遺物への注記は芳川平田本郷の頭文字Y・ H・ Hを略号として用いた。
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第 1章 調査の経過

第 1節 事業の経緯と文書記録

平成 3年 9月 19日 埋蔵文化財保護協議を市役所及び現地にて実施。出席者は長野県教育委員会、

松本地方事務所、松本市教育委員会。

10月 2日 平成 4年度補助事業計画書提出。

平成 4年 5月 1日 平成 4年度県営ほ場整備事業野溝平田地区埋蔵文化財包蔵地発掘調査委託契約

締結。

6月 8日 平成 4年度国宝・重要文化財等保存整備費補助金 (国庫)内定。

6月 27日 平成 4年度国宝・重要文化財等保存整備費補助金 (国庫)交付申請書提出。

7月 9日  平成 4年度文化財保護事業補助金 (県費)内示。

7月 17日 平成 4年度文化財保護事業補助金 (県費)交付申請書提出。

9月 7日 平成 4年度文化財保護事業補助金 (県費)交付決定通知。

9月 11日 平成 4年度文化財保護事業計画変更承認申請書提出。

9月 17日 平成 4年度文化財保護事業補助金 (県費)変更交付決定通知。

9月 22日 平成 5年度補助事業計画書提出。

9月 24日 平成 4年度国宝・重要文化財等保存整備費補助金 (国庫)交付決定通知。

9月 28日 埋蔵文化財保護協議を市役所及び現地にて実施。出席者は長野県教育委員会、

松本地方事務所、松本市教育委員会。

9月 30日 平田本郷遺跡埋蔵文化財発掘調査の通知提出。

12月 10日 平成 4年度文化財保護事業補助金 (県費)計画変更承認申請書提出。

平成 4年度国宝・重要文化財等保存整備費補助金 (国庫)計画変更承認申請書

提出。

平成 5年 2月 26日 平成 4年度文化財保護事業補助金 (県費)変更交付決定通知。

平成 4年度国宝・重要文化財等保存整備費補助金 (国庫)変更交付決定通知。

3月 12日 平成 4年度文化財保護事業補助金 (県費)変更交付決定通知。

3月 31日 平成 4年度国宝・重要文化財等保存整備費補助金 (国庫)確定通知

平成 4年度文化財保護事業補助金 (県費)確定通知

4月 6日 ・平田本郷遺跡埋蔵文化財発掘調査終了届け (通知)提出。

4月 22日 平田本郷遺跡拾得届け及び保管証提出。

4月 30日 平成 5年度県営ほ場整備事業野溝平田地区埋蔵文化財包蔵地発掘調査委託契約

締結。

5月 10日 平成 4年度,国宝 。重要文化財等保存整備費補助金 (国庫)内定。

5月 20日 平成 5年度文化財保護事業補助金 (県費)内定。

5月 21日 平成 5年度国宝・重要文化財等保存整備費補助金 (国庫)交付申請書提出。

5月 24日 平成 5年度文化財保護事業補助金 (県費)交付申請書提出。

9月 27日 平成 5年度国宝・重要文化財等保存整備費補助金 (国庫)交付決定通知。

平成 5年度文化財保護事業補助金 (県費)交付決定通知。
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第 2節 調査体制

調 査 団 長 松村好雄 (～ H4. 6)、 守屋立秋 (H4. 7～) (松本市教育長)

調査担当者 高桑俊雄、市川温 (考古博物館 )

調 査 員 太田守夫、島田哲男、松尾明恵、三村肇

協 力 者 青木雅志、浅井信興、浅輪敬二、荒木龍、飯ヶ浜典男、飯田三男、石合英子、乾愛策、

自井秀明、内田和子、小穴仁美、大角けさ子、大谷成嘉、大谷房夫、大月みや子、大月八十喜、岡

部登喜子、小野光信、開嶋八重子、上條尚美、神田栄次、倉科祥恵、小岩井美代子、輿喜義、小松

正子、坂口ふみ代、鷲見昇司、高山一恵、田口吉重、竹平悦子、田多井亘、田中雅子、玉井あづさ、

土橋幸子、堤加代子、中村朝香、林和子、平出貴史、洞沢文江、松田秀子、丸山恵子、三村康子、

MIN AUNG THWE、 村松恵美子、村山牧枝、百瀬享子、百瀬二三子、百瀬義友、森井柳二郎、矢

崎寛子、矢満田伸子、横山真理、米山禎興

事務局

市教育委員会 :島村昌代 (社会教育課長)、 田口勝 (～ H4.3)、 本下雅文 (課長補佐)、 窪田雅之 (主

任 )

0松本市教育文化振興財団

事 務 局 :深澤豊 (～ H5。 3)、 大池光 (事務局長)、 牟證弘 (局次長)、 青木孝文 (次長補

佐 )

考古博物館 :神澤昌二郎 (～ H5。 3)、 熊谷康治 (館長)、 直井雅尚 (～ H5. 3)、 松澤憲一

(主任)、 木下守、久保田剛 (主事)、 遠藤守 (H5。 4～ )(事務員)、 藤原美智子
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第 2章 遺跡の環境

第 1節 周辺遺跡

平田本郷遺跡は奈良井川と田川の間に広がる扇状地の末端部に位置する。周辺は西は奈良井川を、

東は田川を越え広範に遺跡が分布する。特に奈良井川左岸には笹賀地区から島内地区にかけて奈

良・平安時代の遺跡が密集している。また、本遺跡北側の出川地区周辺には古墳時代を中心とする

遺跡が大規模に展開する。以下、古代の遺跡を中心に周辺について概略を記す。

奈良井川と田川に挟まれた地域では、田川と牛伏川の合流点の左岸地域において弥生時代末から

出川西遺跡を中心に集落が形成され始めている。弥生時代末の集落は日穀製粉工場内から西側に展

開し、古墳時代前期には松本倉庫敷地西側から国道19号線の間に集落が展開していく。古墳時代中

期の遺跡は芳川地区の平田北遺跡、キッセイ薬品工業敷地内に 7軒の竪穴住居址、出川南遺跡で 3

基の古墳を確認している。また、出川南遺跡では後期の大集落を確認している。

本遺跡より南に目を転じると、JR村井駅北側に奈良・平安時代の小原遺跡がある。平成元・ 4年

の調査で90軒 を越える住居址を確認しており、平安時代後期の遺構から鉄鈴・鉄鐸など祭祀に関す

る遺物の出土を見ている。小原遺跡の西側では高畑遺跡で同時期の竪穴住居址を確認している。さ

らに南方の塩尻市吉田川西遺跡でも昭和59・ 60年の長野県埋蔵文化財センターの調査により、竪穴

住居址266軒が確認されている。吉田川西遺跡は鉄器の出土が際だっており、鍛冶遺構の存在など本

遺跡との共通点が見られる。また、この 2遺跡は10世紀中頃に一時集落が衰退するが、11世紀中頃

から再び支配者階級の存在を窺わせる特徴ある集落として発展を見せる。田川の対岸南寄りには昭

和59年の塩尻市教育委員会による調査などで、90軒 を越える竪穴住居址を確認した吉田向井遺跡が

あり、この遺跡も吉田川西遺跡との共通点が多い。これらの遺跡は筑摩郡 6郷のうちのひとつであ

る『良田郷』の中心地をなしていた地域と考えられ、近在に東山道覚志駅の存在が想定される。

一方、田川右岸の寿・内田地区の丘陵地帯には塩沢川右岸に小池遺跡、一ツ家遺跡が展開する。

小池遺跡は平成 2年に奈良・平安時代の住居址79軒 を確認しており、その後舟沢川沿いまで遺跡が

が広がることが判明した。舟沢川の東の丘陵地帯には一ツ家遺跡が広がるが、本来小池遺跡とは一

体の大集落と考えられる。これらの遺跡は時期的に本遺跡と重なるが、立地環境から、同じ『良田

郷』において前述の田川流域の遺跡群とは別の集団として発展した集落と考えられる。

奈良井川左岸の奈良 0平安時代の遺跡は、前述したとおり昭和55年から61年 にかけて長野県埋蔵

文化財センターにより、神戸・上二子・下三子・下神遺跡の調査で多大な成果がおさめられ、さら

に北の島立・島内地区での成果も大きい。特に松本市教育委員会による昭和58年の下神遺跡の調査

では、奈良三彩の小壺や佐波理椀が出土するなど集落の特殊性が指摘されている。

以上、述べてきた遺跡の最盛期は、松本平の古代においても最も発展を見た時期である。
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第 2節 地形と地質

1。 位置と地形

本調査地は松本市大字芳川平田本郷の集落の西に隣接した水田地域 (標高608m前後)に ある。地

形上は北流する西方の奈良井川のはん濫原に属し、その扇状地性沖積堆積物で構成されている。砂

礫は古生層系統の砂岩・硬砂岩を主とし、粘板岩 0チ ャー ト◆花こう岩・輝緑ぎょう灰岩を混じえ

ている。東方の田川と近接しているが、両河川の接触点は、本調査地のさらに東へ寄つている。調

査地と奈良井川及び田川の現河床・現はん濫原 0は ん濫口までの距離はそれぞれつぎのとおりであ

る。奈良井川-1,000m・ 750m01,400m・ (南西)、 田川-750m・ 500m・ 750m(南東)で、多分

に田川寄 りであるが、前者の影響の方が大きい。地形面は平たんで、北北東へ緩るく(平均傾斜10/

1,000約 0.6度 )傾いている。

広い奈良井川や田川の複合扇伏の扇央に当たるため、地下水位は10mを超える。このため現在も、

(遺跡の)当時も、用水は専らせぎに頼っている。

2.遣跡の堆積層と流れ

遺跡地内は調査のため、A,その西隣をB,そ の北をC,及びDの 4地区に分けている。発掘に

より現れた堆積層の厚さ (深 さ)は 110～ 130cmで ある。第A図は各地区の地層の断面を表したもの

である。この図でも見られるように、堆積層はおよそ上層 (地下60cmま で)と下層とに分けられ、

堆積状況に違いが現れている。すなわち、上層は表土 (耕土、厚さ、地表から深さ30cm前後)と こ

れに続 く灰黒色粘土からなる。表土は灰黒色の壌土で、土中の砂礫は、用水せぎや導水路とせぎ沿

いに見るだけで、すでに水田耕地として一様化されている。この下層には鉄分の沈澱層や班鉄が見

られる。耕土の下、深さ40cm前後では灰黒色土が黄褐色土に変わり、50～60cmに なると再び灰黒色

粘土に戻る。この深さまでの堆積は、A地区の南東隅や、B地区の南側の見られる。砂、細礫を含

む一部の層を除き、全般に土層が卓越下状況にある。

下層は発掘により検出された遺跡面を上面とした層に当たり、前途の上層と一変し堆積が複雑に

なっている。各地区に違いが現れ、微地形的に変化の多い、はん濫原の末端に近い堆積の様相が窺

える。砂礫は、粗砂、細、中礫に大礫を混じえ、層状あるいは面状に広がり、土層は黒褐色土に細、

中礫を含むようになる。

次に各地区の状態と特徴を述べる。

A地区―他地区に比べ最も土層の発達が良く、上層の灰黒色土と下層の黒褐色上の間の不整合面も

はっきりしないほどである。なかでも北側から北東隅にかけて特に発達がよく、上下層を合せ lm

を超えている。砂礫は南東隅やB地区との境で、下層の黒褐色土中に細礫を含むようになる程度で
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ある。遺跡面の深さは、70cm前後と見られ、住居跡はこの黒褐色土中に集中している。

また遺跡面上には、ほぼ等間隔に3条の浅い溝状地形が見られる。流れの方向はおよそNEO°、

10°、20° 、南北性を示すが、住居跡や遺構により中断されるなど複雑な状態である。溝幅は20～ 70

cm、 深さは10～50cmで 、うち 2条は内部に河床礫をもっている。一つは砂岩・チャー トの細礫、一

つは細 0中礫の中礫の中に大礫 (20× 10cm)お よび割 り石を堆積し、流れを示す細礫群が見られる。

なおA区内にはカマド石として持ち込まれた、直径30cm大 の花こう岩25個 ほどと、多 くの花こう岩

の風化物が見られる。

B・ C区―この下層には砂礫の堆積が広がり、A地区と比ベー変する。地層断面には深さ60cmに 、

土混ざりの細・中礫 (大礫を含む)が見られ、さらに下部の砂・礫 0砂質土の層へ続 く。一方表面

(遺跡面)に も、厚さ40cmを超える土砂混りの礫層が広がり、鉄分の汚染を受けた細・中礫からな

つている。住居跡や遺構は、この砂礫上層を掘込んで立地している。砂礫の分布には南北性が見ら

れ、流れの方向を示すものと思われる。

またA・ B地区の境付近も砂礫が厚 く、その中に流れと見られる2条 と、上層にまで及ぶものと

がある。前者は下層 (遺跡面)に属し、砂礫を広げ蛇行 (N E20°、80°、60° 、20° )し、末端で東側

の 1条 を合わせ、北北東流している。土砂礫とも鉄分に汚染されている。後者は前者の西側に広が

る土混 りの砂礫層で、上層から下層にわたっているのが目立つ。地層断面図 (4)は その北側の壁

の露出面で観察できた状態で、上下層の間は不整合関係をもつ。砂層・細礫を含む土層 (20cm① )

の上 に、土混 り細中礫層 (20～ 30cm露 出面での幅 4m)、 をさらになべ底状 に異状堆積 と思

われる円礫を不整合に載せている。この堆積は環境からみて、異状堆積を除き、検出面にある流れ

(鉄 分)
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や砂礫より新しく、現在の北前せぎのように、かつて存在した北東流と考えられる。異状堆積はこ

の流れの堆積上に、その終末後、人工的に投入されたものと思われる。その先端はB地区内で先細

い形で終わつている。現在、堆積の意味は分かっていない。

D地区―ここには北東N48° Eを示す流れと砂礫帯が東西にあり、 B・ C地区と同様発掘面積の大部

分を占めている。幅は東側約11.4m、 西側約4.8m、 いずれも多数の細・中礫の中に大礫を含むが、

後者の各礫とも径が大きい。流れはやや蛇行性を示し、砂礫帯は溢流によるものであろう。北東隅

や西北隅には厚い土層の堆積があり、砂礫とは同時異相である。

3。 地形の形状と遺跡の立地

扇状地層堆積から始まり、下層 (土層・砂礫 0流れ)が生れたがこの地形面に住居 (奈良～平安

後期)が作られた。再び流れと砂礫に埋められ、やがて水田の造成となった。

第 3章 調査結果

第 1節 調査の概要

調査期間は平成 5年 11月 初旬から翌年 3月 下旬まで4ヶ 月に亘る。調査地は予め試掘調査を行い

遺構を確認しておいた所を含め平田神社 (若宮)の西から南側にL字状に設定した。地形上は、北

流する西方の奈良井川のはん濫原に属し、その扇伏地性沖積堆積物で構成されている。ここは奈良

井川から野濤・平田地区へ引いた水路である二区堰のうちの平田本系の北前堰が南西から北東へ流

れて調査区を三分している。

調査はこの水路の南側をA～ C、 北側をD・ E区 としてA区 (東部)よ り開始した。これらの総

面積は約6,500耐 となる。地表から検出面までは東端部で80cm、 西端で60cmである。これは近隣の小

原遺跡 (平成 2・ 5年調査)の 30～40cmに比べかなり深い。この深さまでの堆積はA地区の南東隅

や、B地区の南側の見られる砂 0砂礫を含む、一部の層を除き、全般に土層が卓越した状況にあっ

た。この結果調査した遺構 と出土した遺物類は以下の通 りである。

竪穴住居址94軒、竪穴状遺構 1基、掘立柱建物址 6棟、土坑43基、ピット328基、溝10条

土師器・須恵器・灰釉陶器・緑釉陶器・ 白磁などの土器・陶磁器類、各種の鉄器類、砥石、輔の

羽口・紡錘車・土錘・瓦塔などの土製品類

土器類は平安時代前期中頃から中期後半のものが主体であり、特に共通した文字の墨書土器の多

いこと、鉄器の量、種類の豊富なこと、又、特殊なものとして「美濃国」の刻印の須恵器杯、類例

の少ない鉄鉢、そして瓦塔の出土などがある。
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第 2節 遺 構

1。 竪穴住居址 (第 4～36図 )

第 l号住居址

用地南東隅に位置し、東、南側は用地外となる。検出面は灰色砂層で、覆土はこれより土質で黒

つぱい。付近の遺構は概ね、この様相を示す。床面は淡灰色土で壁際を除き堅 く良好である。ピッ

トは柱穴らしきP2(58× 52× 12cm)`Dtt Pl(44× 342× 12cm)P3(38× 36× 1lcm)P4(50× 32× 10

cm)な どがある。

遺物は比較的量多く、土器では杯、皿、椀などの黒色土器を中心に、灰釉陶器の椀、蓋等。又、

鉄器として火打金具、刀子等がある。これらの土器は平安時代前期後半、 7期の所産である。

第 2号住居址

本址より新しい 3住が南にあり、更に東側が調査区外の為、検出部分は狭少部分にとどまる。覆

土は砂質灰色土で3住 と酷似。床面も軟弱で特定難であった。

遺物は量少ないが、土師器の杯、椀等の土器があり、 7～ 8期の様相を示す。

第 3号住居址

東は不詳であるが、南北6.6m、 大形の住居址である。床面はやや堅い、粘質土が部分的に残る。

壁は西側を中心に中層以下で自然礫 となる。 ピットは、 Pl(46× 38× 9cm)P2(58× 56× 1lcm)P3

(40× 34× 16cm)P4(42× 35× 8cm)が ありいずれも浅いが位置から柱穴 と考える。

遺物は割合多 く、覆土上層から下層まで挙大以上の石 と共に出土する。土器には須恵器杯Aの他、

土師器、灰釉陶器の椀などがあり、今回唯―の白磁片は床面上から得 られた。又、鉄器に刀子があ

り鉄滓 も少量出土 し、砥石 もある。土器は 2住同様 7～ 8期のものである。

第 4号住居址

今回 2軒調査 した隅にカマ ドをもつうちの一軒である。床面は灰色土塊を混入 した上で僅かに堅

い程度。カマ ドは石組で残存状態が非常に良い。

遺物は覆土上層から床面まで多 く、特に西半分に見えている土器は須恵器杯を中心に、土師器杯、

灰釉陶器の椀、皿、小瓶等がある。又、鉄器には紡錘車の軸部、刀子 2点、釘、鉄滓等がある。 7

～ 8期の様相を示している。

第 5号住居址

ようや くプランを検出した。床面は炭化物粒混入の粘質灰色土で中央部付近が堅 く良好。

遺物は覆土下層～床面より出土する。量的にも割合多 く、遺存状態が良い物がある。土器は須恵

器杯、長頸壺、土師器、黒色土器の椀など、他に灰釉陶器の椀、皿 も見える。土器からして時期は

7～ 8期である。
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第 6号住居址

小形の住居址である。覆土は他の住居址のように小礫の混入が全 くなく、灰色土一層である。床

面は堅 くなくカマドの焼土と少量の遺物で判断した。カマドの周囲には20個程の自然礫があり、こ

れらの中と、壁直下より遺物を得ている。

土器は少なく黒色土器、土師器の杯、須恵器の甕等である。これらは8期に属する。

第 7号住居址

6住同様の覆土である。プラン検出は容易であるが、カマド、ピット等は見られない。僅少遺物

と、散見する石の下部をとらえ床面と考えた。

土器には黒色土器、灰釉陶器の椀があり、 7～ 9期の時期と考える。

第 8号住居址

覆土中全体より挙大から馬頭大までの石が出土する。床面は自然礫直上である。石を用いたカマ

ド内部には焼土は見当たらない。

遺物は多く、広い範囲から出土する。土器には黒色土器、土師器、灰釉陶器があり各種のものが

見える。特に灰釉陶器の花文のある耳皿は特殊な遺物である。他には鉄釘がある。覆土層中に多量

の小鉄片が狭い範囲で見られた。尚混入遺物ではあるが須恵器のД泉もここから出土した。遺物から

本址は今回特に新しい11～12期に属する。

第 9号住居址

覆土は8住 より灰色味が強い。床面は 8住同様だが 3～ 5 cm程 こちらが高い。ピットは 1個 (42×

40× 13cm)を 検出した。石組カマドは大形で袖石も深 く埋設されている。

遺物は土器が非常に多く、主にカマドの南側の西、南壁際に残存状態の良品が見える。これらは

黒色土器の杯、椀を中心に土師器、須恵器の杯、灰釉陶器の椀、皿等であり、特に同一文字の墨書

土器20点 は最多である。土器の他には鉄滓、輸の羽口片なども見えている。 8期に属する。

第10号住居址

周囲は灰色砂層、土中の重金属が沈澱した為、覆二は茶褐色土塊を含みプランは明瞭に把えられ

る。床面はやや黄褐色で部分的に堅さがある。 Pl(52× 50× 19cm)P2(36× 32× 15cm)P3(32×

26× 1lcm)P4(48× 44× 17cm)P5(23× 22× 8cm)の 5個のピットが主柱穴と考えられる。壁を掘

込み石組カマドがある。

遺物は割に多い。土器として土師器杯、椀の他、灰釉陶器、黒色土器の椀等があり緑釉陶器も 1

点出土した。これらの遺物は9期に該当する。
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第11号住居址

小礫混入灰褐色土を覆土 とし、大きな石 も多 く含む。床面は礫層直上に粘質灰色土が薄 く載 り、

やや堅さもある。 Pl(40× 36× 17cm)P2(42× 38× 1lcm)P3(48× 40× 20cm)の 3個 のピットは

柱穴 と考える。カマ ドは焼土 とその中央に窪みが残るのみである。

遺物は割合多 く、土器に黒色土器、須恵器の杯・皿、土師器甕など。鉄器には鏃、刀子など、鞘

の羽口片 も見える。土器からすると7期 に属する。

第12号住居址

プランは明瞭。床面は粘質明灰色土、やや堅さもある。ピットは南東隅に 1個 (44× 36× 11.5cm)

がある。石組カマ ドには焼土は見 られない。

遺物は、量多 くはないが、残存状態良好な土器がある。 これらは、カマ ド前部の北側、及び住居

址南東隅にあり、須恵器、黒色土器、土師器等の杯、灰釉陶器椀などである。時期的には、 8期に

該当する。又、南西隅には須恵器大甕を埋設 した13土坑が壁を壊 して位置する。

第13号住居址

11住 と同様の覆土である。床面は堅さが見 られず、礫直上を想定 した。Pl(47× 40× 10cm)P2(48×

46× 12cm)P3(48× 48× 10cm)P4(50× 42× 10cm)の 4個 はいずれも浅いが位置的に見て主柱穴 と

して妥当であろう。カマ ド施設は貝=当 たらず、焼上のみが遺存する。

遺物はこの焼土面の西覆土下層から床面上に土器が集中する。 これらは、黒色土器、須恵器、土

師器の杯、灰釉陶器、黒色土器の椀などである。正位のものが多 く、重なっているものも見 られた。

8期の土器類である。土器以外には刀子 も 1点見える。

第14号住居址

南の大部分が用地外 となり、北東隅四半部程が調査できた。検出面から床面 までは52cmと かなり

深い。土器は須恵器、黒色土器の杯などがある。少ない遺物であるが、 7期 に属する。

第 15号住居址

東側が用地外 となる為、全容は調査できなかった。東側の土層を観察 したが遺構は浅い掘込みの

為、壁はほとんど見当たらない。床面は、マンガン分が沈澱し、非常に堅緻である。起状があり中

央部は周囲より少し窪む。本址内にピットは 4個 あるが当住居址のものかどうかは分からない。

遺物は少な く、灰釉陶器椀・皿、土師器の杯・盤などの土器である。 8期の所産である。

第16号住居址

覆土は周囲より僅かに黒い程度で検出は難かしかつた。床面は粘質褐色土で堅 く良好である。西

にある68住や周 りの土坑、ピットは皆、本址より新 しい。

遺物は土器に黒色土器、須恵器の杯、灰釉陶器の長頸壺等 7期 の上器様相である。他にはほぼ完

形の鎌が出た。鉄滓の量 も非常に多 く総量で 3 kgあ った。
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第 17号住居址

北側が18住 と重複する。覆土は砂質灰色土で本址が少 し明るい土色である。床面は自然礫直上に

あろうと思われるが堅 くはない。カマ ドは北壁際に狭い範囲で焼土が遺存するが施設は見当たらな

い。

遺物は覆土中層～床面近 くまであり、土器の量はかなり多い。それらは、焼土周囲 と壁近 くに多

く、遺存状態の良いものが目立つ。黒色土器、須恵器、土師器の杯を中心に椀、甕などで、15点 の

墨書土器は 9住に次いで多い。他には少量の鉄滓 と輪の羽口片 も出土 した。土器は 8期 のものであ

る。

第 18号住居址

覆土中に拳大以上の石を多 く含む。床面は18住 より5 cm程低 (深)い所にある。焼土等、カマ ド

施設に関わる痕跡は見当たらない。遺物は土器の量多いが、個々の残存状態は悪い。黒色土器、須

恵器の杯、灰釉陶器の皿、耳皿、小瓶等があり、墨書土器 も5点ある。 これらは 7期 の土器類であ

る。他にはフイゴの羽口、本質部が付着 した苧引鉄 らしき遺物 も出ている。

第19号住居址

プランは比較的明瞭、覆土中に石は含まれない。床面は部分的に粘質灰色土が見える。北にある

石組カマ ドは原形をとどめ遺存状態が非常に良い。

遺物量は少ないが、墨書土器の杯を中心に、須恵器杯、灰釉土器皿・椀の他、緑釉片 もある。 7

期に属する。

第20号住居址

ここに 5軒が重複するもののうち一番新 しい住居址である。床面は不明瞭ではあるが土層断面 と、

カマ ド前部の炭化物等により、つかむ事ができた。カマ ドは 4住同様隅に位置する。焼土は少ない。

遺物は土器に黒色土器、須恵器の杯、土師器、灰釉陶器の椀、などがあり、墨書土器は 3種 6点

が見える。他に鉄器で剣 と思われる一部が出土 した。土器は 8期の様相を示 している。

第21号住居址

覆土は20住 と近似する。南北 トレンチを入れ、20住 と 7 cm程の床面差を生ずる本址を捉えた。床

面は粘質白灰色土で部分的に堅さがある。北壁の一部が方形に張 り出し、石組カマ ドが設けられる。

遺物はカマ ド内、あるいはその周辺にあり、土器に黒色土器、須恵器の杯、土師器甕、灰釉陶器

の椀等がある。 これらは、 8期に属する。
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第22号住居址

検出面から床面 までは14cmと かなり浅い。覆土は20住 とよく似る。床面は粘質土があり部分的に

堅い。ピットは南西隅に 1個 (50× 44× 1lcm)あ る。カマ ドは大きな 1個の石 と狭い範囲の焼土に

より、その位置を示 している。

遺物は土器に黒色土器、須恵器の杯などがあり、 7期 の土器類である。

第23号住居址

覆土は少 し土質の砂礫質土で均一な砂礫層直上が床面 となる。軟弱で堅さはない。北西部は不明

瞭で検出できなかった。

遺物は量少なく、13、 4期の混入遺物を除けば黒色土器の杯を本址のものと考える。 7期 に該当す

る。他にはフイゴの羽口 2点、鉄滓 1点が出土する。

第24号住居址

2箇所の焼土 と少 しゆがんだプラン、覆上では分からなかったが 2軒同時に調査 してしまった。

つまり、北東隅にカマ ドをもつもの (旧 )と 石組カマ ド (新)である。焼土でみると旧住居址が20

cm程床面が高い。新住居址床面は一部が粘質褐色上で大部分は軟 らかな砂層 となる。

遺物は覆土上層にあり、・須恵器、黒色土器の杯、土師器甕などの上器がある。 これらは時期差な

く、 7期で本址は建て直 しの住居址 と考える。尚、墨書土器が 4点あり『東寺』が見えている。他

に鉄釘 3点出土する。

第25号住居址

26住内に検出された今回最 も小形の住居址である。覆土中には26住 より小さな礫を混入する。床

面はわずかに堅い所 もある。石組みカマ ドは遺存状態良好である。

遺物は少なく、灰釉陶器、土師器、黒色土器等がある。 これらは、12期 という今回特に新 しいも

のである。

第26号住居址

25住の為、調査できたのは僅かの範囲である。床面は25住 と比高差なく軟弱、カマ ドは見当たら

ない。

遺物 もごく少なく、北壁際床面上より8期 と思われる黒色土器の椀、他を得たにとどまる。

第27号住居址

住居址周囲には遺構のない空間が広がる。床面は自然礫上にあり黄褐色土、鉄分沈澱した為堅 く

良好である。ピットは西半部に 2個 Pl(36× 24× 12cm)P2(38× 36× 13cm)がある。カマ ド内には

焼土が全 く見当たらない。

遺物には、土師器杯・椀、灰釉陶器の椀などある。 これらは 8～ 9期のものである。又、鉄器に

刀子が 1点見える。
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第28号住居址

北側は調査後の耕作予定の為、調査することができなかった。周囲は灰色砂層で、小中礫混入砂

質灰色土を覆土 とする。カマ ドは小ぶ りな石15個程を芯に粘質褐色土で袖を設けている。

遺物は少なく、土師器の甕、須恵器杯等がある。今回の調査では、かなり古い時期 2～ 3期に当

たる。

第29号住居址

カマ ド前面床面上まで狭い範囲で中礫が転入する。床面は粘質褐色土が認められるが、堅さはな

い。カマ ドは袖部が明瞭で遺存状態は良いが、焼土は焚口に僅かしか見えない。

遺物はカマ ド周辺を中心に土器類が出土するが量は多 くない。それらは、黒色土器、須恵器の杯、

灰釉陶器椀・皿、土師器甕・耳皿等多様な器種が揃っている。 7期のまとまった資料である。

第30号住居址

覆土中には、小中礫が多量に混入する。床面はやや粘質土がある。 Pl(40× 36× 10cm)P2(62×

62× 10cm)P3(34× 28× 6cm)P,(60× 48× 8cm)P5(46× 36× 7cm)P6(34× 26× 4cm)が あ る

が、柱穴は特定できない。カマ ドは両袖部、燃焼室上部の石等がそのまま残る。

遺物はカマ ド両脇、壁際に多 く、土器に土師器の杯・椀・甕、灰釉陶器に椀・壷・耳皿等がある。

比較的新 しい 9～ 10期の土器群である。

第31号住居址

覆土上層～中層に狭い範囲で拳大以上の礫が集中する。床面は60cmと 、今回検出面からは一番深

い砂層直上にあり、やや粘質の上が乗る。堅さはない、カマ ドは小形の石組ははっきりと分かるが、

袖の様子は分からない。又、この内外に炭化物はあるものの焼土は全 く見 られない。

遺物は主に床面上より出土。土器に黒色土器、須恵器の杯、土師器甕等。鋤頭、鎌の鉄器 もあっ

た。土器の所属時期は 7期である。

第32号住居址

床面は砂層直上にあり、粘質黄灰色で、南に先行 した31住 より明瞭に現れる。 ピットはPl(34×

28× 9cm)P2(30× 30× 12cm)の 2個 あるが、柱穴 としては考え難い。カマ ドは張 り出した壁中に両

袖石が入 り、そこには断面で煙道 も見える。

遺物には、土器 として黒色土器、土師器、須恵器などの杯、灰釉陶器の椀など、鉄器に紡錘車、

刀子などが見える。土器は 8期の様相を示 している。

第33号住居址

床面は、壁際が粘質の黄灰色土であるが、中央に本址より古い53住がある為、全体に堅さがなく、

且つ判然 としない。

遺物は土器に黒色土器、土師器、須恵器の杯、灰釉陶器の椀、土師器甕等あるが、個々の残存状

況は悪い。他には鎌、刀子、釘等の鉄器 もある。 8期に属する。
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第34号住居址

床面は粘質灰色土 となる。堅 くはないが明瞭である。 ピットはPl(66× 36× 8cm)P2(46× 46×

5cm)の 2個がある。カマ ドは西壁際に炭化物 と焼土が残るのみで施設は見当たらない。

遺物は多 くはないが、土器に須恵器、黒色土器、土師器の杯、灰釉陶器の段皿等がある。 8期の

遺物である。

第35号住居址

覆土は小、中礫を多量に混入する。床面は砂層上に粘質黄灰色土が広が り堅い。カマ ドは東壁に

粘質土が高 く残 り、焼土が床面まで大きく広がる。南側に袖石があり、北側は袖部の石の抜き取 り

跡 も認められる。

遺物はごく少なく、このうち須恵器杯には古い時期 3～ 4期 の様相を見る。

第36号住居址

この辺の検出面は、砂層覆土には礫が多量に入る為、容易に検出できる。床面は砂層上で堅 くは

ない。 ピットはPl(65× 54× 19cm)P2(50× 46× 15cm)P3(34× 28× 1lcm)P4(34× 28× 1lcm)

がありこのうちPl～ P3が柱穴 と考える。カマ ドは痕跡のみで、焼土、炭化物が西壁際に残る。

遺物は少なく、土器に黒色土器・土師器・灰釉陶器の椀、灰釉陶器の長頸壺なども見える。 9～ 10

期に該当する。

第37号住居址

東側は用地外 となる。更に北部は検出時に若干削 りすぎている。南側の床面には粘質土があり部

分的に堅い。

床面 まで浅い為、得 られた遺物は少ない。土師器、黒色土器の杯、椀等で、 8期の土器類である。

他には鉄滓が僅かにある。

第38号住居址

床面は粘質褐色土でほぼ全面に堅さが残る。カマ ドは西壁を幅狭 く突出させ、更に石を配置する。

つまり燃焼室は壁直下部分である。

遺物は少なく、土師器・須恵器の杯、黒色土器の杯、灰釉陶器の椀などで、これらは 8期に属す

る。

第39号住居址

この辺の遺構は皆容易に検出できた。床面は自然礫上にあり、やや粘質の上が広がる。カマ ドは

石 と粘質土によりつ くられ、遺存状態は良好である。南西隅には床面上に30× 20cmの 大きな石を含

め 8個 の石が配置される。

遺物は土器でカマ ド内部及び南壁寄 りに多い。黒色土器・土師器の杯、灰釉陶器・黒色土器の椀、

土師器の甕等であり、これらは 8期 の遺物である。又、他に砥石 1点 もある。
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第40号住居址

東側が用地外 となる。覆土中には小、中礫が多量に混入 し、又全面に鉄分が薄 く沈下 していた。

床面は自然礫上、土層では分かるが面 としてはつかめない。

遺物は土器 として須恵器・黒色土器の杯、土師器の甕などがあり、今回でも古い 4期のものであ

る。

第41号住居址

床面は礫を混 じえた褐色土で部分的に堅さを認める。カマ ドは西壁南寄 りにある。袖 とした粘質

土が南側へ崩れて、その中に芯材に用いた大礫 も見える。

遺物はこのカマ ド内部に土師器の甕、南壁際は須恵器杯、甕、腺、壺類などあるが個々の遺存状

態は悪い。 これらの土器は 2期 という今回一番古い時期のものである。

第42号住居址

覆土中には多量の小、中礫を混入する。特にカマ ド上部 と住居址中央部には拳大の礫が多い。床

面は自然礫上にあり、砂質褐色上で堅さもない。壁面は他の住居址よりも緩やか傾斜である。カマ

ドは北壁にある。大小の礫 と粘土を使用している。

遺物は割合少なく、須恵器、黒色土器、土師器、灰釉陶器など見えるが、遺存状態は良 くない。

8期の様相を見せる。

第43号住居址

床面は粘質明褐色土で壁際を除き堅い。ピットはPl(24× 20× 8cm)P2(56× 44× 7cm)P3(46×

36× 5cm)の 3個がある。いずれも浅い。カマ ドは東壁中央に位置する。石芯粘土カマ ドで石を抜き

取ったあともある。焼土はカマ ド前面にあるが、量は少ない。

遺物は土器 と鉄器 とがあり、比較的床面近 くに多い。まず土器には黒色土器・土師器の杯、椀等、

朱墨の付着する灰釉陶器の椀、転用硯 とした皿 もある。他に須恵器の四耳壷、杯などがあり、これ

らは 8期の良好な資料 となる。又鉄器に鉢、紡錘車、鏃、刀子等がある。このうち北東隅床面上よ

り逆位で出土 した鉢はあまり類似のないものである。

第44号住居址

大形の住居である。床面近 くには小児頭大の石が散存する。カマ ドは東壁中央にあり、幅110cm、

奥行200cmは 今回最大の規模 となる。

遺物は黒色土器の杯・椀、灰釉陶器の椀等が多 く、他に土師器の耳皿、灰釉陶器の段皿、長頸壷

等 もある。 これらは覆土下層ないし床面上からの出土がほとんどである。又、鉄器に鎌、刀子、釘

等 もある。土器は 8期の一群である。
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第45号住居址

ここに 6軒が重複する中では一番新 しい時期である。約7.7耐 の掘 り方の面積は25住 と共に最小の

住居址である。覆土中には全体に石が多 く、大ぶ りの石から中、小礫 までぎっしりと入っている。

床面は不明瞭で、カマ ドと自然礫の出現から想定 した。

遺物は、 5～ 6期の土器混入 もあり、遺存状態は悪い。その中で黒色土器、土師器、須恵器の杯、

椀類など8期のものを本址に近いものとして把えた。

第46号住居址

西半部は用地外 となる。砂層を掘込みつ くられている。中央部は覆土上層から床面 まで拳大～小

児頭大の石が多量に入る。床面は粘質土などない。カマ ドは東壁に小さな突出部を設け、左右に大

石を立てた石組みカマ ドである。

遺物はカマ ド内周辺より出土 した。黒色土器椀、須恵器、土師器の杯などで 8期に属する。

第47号住居址

床面 まで58cmと いう、31住 に次いで深い住居址である。床面は粘質灰色土で堅い。東壁際に炭化

物を混入 した焼土が広がるのみでカマ ド施設は残存 しない。

遺物 は土器 と鉄器がある。ほとんどが覆土からのもので、床面からは僅かで残存状況 も悪い。須

恵器、黒色土器の杯、土師器の甕等は今回でも少し古い 5～ 6期のものである。又鉄器に刀子、錠

がある。尚やや時期は異なるが、『美濃国』が印刻された須恵器の杯の底部が出土 した。非常に貴重

な資料である。

第48号住居址

床面は自然礫上にあり、粘質灰色土が広がる。カマ ドは袖部不明瞭であるが、石 と粘土 とで設け

られているようだ。南西隅、カマ ド南側の床は他よりも10cm程高 くベット状 となる。

遺物は覆土中～下層にかけて散存 し、拳大以上の礫 と共に出土する。土器は黒色土器の杯・椀、

土師器の甕等があり、 7～ 8期の所産である。又、刀子 も 1点見 られた。

第49号住居址

覆土上層から床面 まで拳大～小児頭大の石が散存する。床面は粘質黄灰色上で明瞭であるが堅 く

はない。中間に緩やかな段をなし、その西半部は東半部より8 cm程高い。又土層図、遺物出土状況

から見ると南西隅で60cm程狭めて建て直 した可能性がある。

主たる遺物は床面に多 く、黒色土器の杯・椀、土師器の杯・甕などがあり、 8期の土器である。

第50号住居址

床面は粘質黄色土で明瞭だが軟弱である。カマ ドは石芯粘土カマ ドで、その前面、覆土中に床面

まで拳大の礫がある。

遺物は土器に灰釉陶器皿、椀が多 く、黒色土器、土師器の杯 も見える。 これらは主に床面からの

もので他には輔の羽口 2点が床面近 くより出土 した。土器は 8期のものである。
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第51号住居址

プランは明瞭に検出できた。床面は粘質灰色土である。堅さはなく、掘 りすぎた為土層にて復元

した。カマ ドは割に残 りの良い石組みカマ ドであるが、焼土は全 く見 られない。

遺物は少なく、個々の遺存状態 も悪い。土器は黒色土器が多 く、土師器の甕はカマ ド内より出土、

他には灰釉陶器 もある。 これらは 7期 に所属する。

第52号住居址

南半部は用地外である。床面は自然礫直上、褐色砂層であるが粘質黄灰色土があり、とらえるこ

とができた。カマ ドは東壁に半分程が見える。石組であろうか。

遺物は殊に少ない。北東隅床面上より出土 した土師器の甕は 3～ 4期 という古い時期のものであ

る。

第53号住居址

33住内、床面下部に検出した。南東隅には土器を多量に出土する本址より新 しい29土坑がある。

カマ ドは東壁際にあったらしく、焼上のみが認められる。床面は粘質土があり、中央部ほど堅 く良

好である。

遺物は少なく、焼土付近に僅かに遺存する。黒色土器、須恵器などの杯、土師器の甕、羽釜があ

る。 これらは 7期 に所属する。

第54号住居址

覆土中には拳大以上の石が壁際を除き床面上 まで多量に入っている。床面は砂層上で粘質褐色土

となる。堅さはない。カマ ドは石組カマ ドで遺存状態 も良い。

遺物は残 りの良いものが多い。それらはカマ ド内、その北側、壁際の床面上に多 く見 られる。黒

色土器、須恵器の杯を中心に土師器の椀、甕等がある。 これらの土器類は 7～ 8期の物である。

第55号住居址

床面はやや粘質の黄灰色土であるが堅 くはない。カマ ドは東側に石が並ぶが、西側にはない。粘

土 と石によるものと思われる。焼土 もごく僅かではあるが見 られる。

遺物は少なく、土師器甕がカマ ド内より、黒色土器杯が覆土中より出土 した。 7期末までの土器

である。

第56号住居址

南側は本址より新 しい45住があり、東側には古い57住、更に89住 と重複する。覆土中には小、中

礫を多量に混入 し、床面は自然礫が多出する。 この様子は89住 も同様で両者の新旧関係は後に遺物

により判断している。カマ ドは西壁中央部に袖 と思われる粘質土 と焼土プロックを認めた。

遺物は須恵器蓋、壺の他、灰釉陶器、黒色土器、軟質須恵器、土師器等があるが、残存状況は非

常に悪い、これらの遺物は 7～ 8期の様子が見 られる。
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第57号住居址

覆土はまわ りの住居址より褐色がつよく、検出は難航 した。小中礫の混入土は大きい。床面は判

然 とせず土層断面を観察 し、プランと共に判定 した。カマ ドは東に大きく突出し、 3個の石 と焼土

があるのみである。

遺物は遺存状態悪 く、土師器の甕、須恵器、黒色土器の杯程度が主な物である。 5～ 6期で今回

ではやや古い時期に属する。

第58号住居址

プランは明瞭、掘込層は46住 と同様である。住居址中央部分、覆土中には床面上 まで小児頭大の

石が混入する。床面にはやや堅い所がある。カマ ドは70cm程 の長い煙道をもち、石 と粘質土により

しっか りとした袖部分が残っている。

遺物は少ない。カマ ド内には土師器の甕があり、他に、黒色土器の杯、須恵器の甕などでこれら

の土器には 5～ 7期 の特色が見える。

第59号住居址

西側に 9溝がある。床面は砂礫層直上をとらえた。中央部は緩やかに窪み堅さは見 られない。西

壁際に、狭 く焼土が残るがカマ ド施設は見当たらない。

遺物は特に少ない。須恵器の杯 と土師器の鉢は 2～ 4期 というかなり古い時期のものである。

第60号住居址

南側に本址より新 しい61住がある。床面上 まで小、中礫が多量に混在する。床面は僅か粘質土で

あるが堅 くない。カマ ドは現状では焼土等全 く残っていない。ピツ トはPl(36× 30× 1lcm)P2(44×

42× 13cm)がある。

遺物は土器に黒色土器、土師器の杯、灰釉陶器の椀等がある。 8期の遺物である。

第61号住居址

混入 した石は、覆土中から床面 まで多い。床面は礫 (西側)あ るいは砂層上にありやや粘質土 と

なる。石組みカマ ドは内側へ上部が崩れ込む。

遺物は量多 く、カマ ドの左右 と前面、北壁際中央部のあた り、覆土下層から床面に多 く見 られる。

各器種があり、そのうち特に黒色土器、須恵器の杯の数が目立っている。他には皿、椀、甕等があ

り、このうち灰釉陶器の段皿には墨書を認める。又、刀子 も出土 した。43住 と並び 8期の良好な資

料である。

第62号住居址

北側は用地外 となり、半分程が調査できた。床面は鉄分が沈澱し、堅 くなっている。西壁側、床

面上に焼土が広が り、この北側の未調査部がカマ ドとなるらしい。

遺物は少なく、個々の残存状況 も悪い。土器には黒色土器の鉢、須恵器の杯・蓋、土師器の甕等

が見え、 5～ 6期のものである。
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第63号住居址

北西側が用地外 となる。床面は自然礫上にあり、中央部は転入 した小児頭大の石 と炭化物粒が覆

っている。カマ ドは左右 2個づつの小ぶ りな石があり、石組み、あるいは石芯粘土の施設 と思われ

る。焼土 も僅か残っている。

遺物は少ないが、土師器の杯、灰釉陶器の皿などがカマ ド南際、床面上より出土 した。これらの

土器は 9～ 10期 というやや新 しい時期のものである。

第64号住居址

小形の住居址である。大ぶ りの石が中央部床面上まで混入する。覆上にはこの辺ではもっとも灰

色味が強い。床面は鉄分が沈澱し、褐色を呈する。堅 くて良好。

遺物は少ない、土器は黒色土器の椀、土師器の杯、甕などで、隣接する63住 と同時期、 9～ 10期

のものである。

第65号住居址

43住 に大きく破壊されている。北、西壁際のみの調査である。覆土中に厚い鉄分沈澱層が見 られ

る。床面は認められず、土層より判断した。

遺物は土器がごく僅かで、細片のみである。43、 44、 64住 より古いという重複関係より8期以前

の物であろう。

第66号住居址

覆土中に石をほとんど含まない。90住、40土坑 との新旧関係は分からない。床面は判然 とせず土

層断面 とカマ ドにより想定 した。カマ ドは西壁際に粘質灰色土の袖部 と大石、僅かな焼土が遺存 じ

ている。

遺物はごく僅かで須恵器の杯、壺、蓋、氏泉、甕等が見える。41住同様、今回もっとも古い時期 2

期の土器類である。

第67号住居址

ここには 6軒の住居址が重複する。いずれの覆土 も石を含まず砂質土である。幾本 もトレンチを

入れ調査 した。本址は北半部を91住 に壊され、南半は75住覆土中にある。床面は砂礫層直上にある

が堅 くはない。カマ ド、焼土などは見当たらない。

遺物には、須恵器、杯、甕、蓋、黒色土器の杯などがあるが、個々の残存状況は悪い。 6～ 7期

の土器である。

第68号住居址

16住覆土中にあり、西側を大 きく8、 9住に破壊された為、南 と東側の壁際部分の調査である。

床面はやや粘質の上、カマ ドは東壁の一部を方形に拡げそこに、焼土が残 り、まわ りに小ぶ りな石

が散舌Lす る。

遺物は黒色土器の杯、椀、皿、須恵器の甕などの土器があり、 7～ 8期の様相を示す。
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第69号住居址

大型住居址である。覆土は砂質灰色土、この辺の遺構は周囲の検出面 とは砂礫の混入程度が僅か

異なるのみで分か りにくく検出には時間を費やした。床面は粘質土で中央部は広 く堅さが残る。 ピ

ットPl(33× 45× 13cm)P2(36× 46× 1lcm)がある。カマ ドは西壁部分にあり5住に破壊されてい

る。粘質袖の一部 と焼土が遺存する。

遺物は覆土中に比較的多 く、床面上ではカマ ド周辺に集中する。器種は多 く、須恵器の杯、蓋、

高盤、黒色土器、土師器の甕、盤などである。 7期 に相当する。

第70号住居址

東 と北側をそれぞれ 4、 5住に破壊される。西壁にある粘土カマ ドは奥壁に石 1個 を置き、焼土

も遺存する。その前面の床面には堅さもある。

遺物は西壁際床面上にあるものが遺存状態が良い。 これらは須恵器杯、土師器甕などの土器で 4

期に属する。尚、他には刀子 も 1点見える。

第71号住居址

調査区南西端に位置する。西に接する72住 は本址より新 しい。又、南側は用地外 となる。床面は

自然礫上にあるが堅さはない。焼土、ピット等は検出できない。

遺物は須恵器杯、黒色土器椀、土師器の甕などが西、東の壁際より出土 した。土器は 7～ 8期の

ものである。

第72号住居址

西側は僅か用地外 となるがプランは不整の方形 となろう。中央部に小児頭大の石が30個程あり、

その直下が床面 となる。カマ ドは石組カマ ドで燃焼室を囲み袖部が全周する。焼土は僅か認められ

る。

遺物は少なく、須恵器、黒色土器の杯、椀がある。71住同様、 7～ 8期の様相をしめす。

第73号住居址

本址北半部に80住 と10溝 (共 に未調査)が重複する。南半部を調査するが、ここには21土坑 (本

址より旧)5溝 (同新)がある。床面は部分的に堅い。カマ ドは西壁に小さな突出部 と数個の石、

狭い範囲に焼土が存在する。

遺物は主にカマ ド前の焼土上にあり、土器は黒色土器、須恵器、土師器の杯類 と、土師器の甕、

他には緑釉陶器片 もあった。 8期に含まれる。

第74号住居址

56住他 5軒が重複するうちで最 も古い時期である。47、 50住の間に 5個の石 と焼土を検出し、本

址のカマ ドとしたが、床面 も検出し難 く遺構の輪郭 も全 く分からない。

遺物はこの焼土上 とその周囲に須恵器、黒色土器の杯、土師器の甕がある。 4～ 5期の土器類で

ある。
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第75号住居址

南側は用地外であるが、大形の住居址になろう。近 くの 5軒の住居址 と重複する。まず北西部に

ある66住束の76住 は時期的に本址に先行する。又床下にも88住がある。床面は東部が砂礫、他は粘

質褐色上で非常に堅い。カマ ド、ピットは不明である。

遺物は須恵器、黒色土器の杯、土師器甕等であるが、遺存状態は悪い。これらの土器は 5～ 6期

のものである。

第76号住居址

75住 に大きく破壊され、東壁際のみの調査である。床面は75住 より3～ 5 cm高 く位置する。床北

東部に堅さを残す。カマ ドがあり、粘土袖 と焼土、奥壁部の石 も残存する。

遺物は土器が僅か、須恵器、黒色土器の杯程度であり、75住同様 5～ 6期 と考える。

第77・ 78号住居址

A区の西隅73住の南側に検出した。 ここは後に南西から5溝、 6溝などが入 りこれらと重複 して

いた。73住 と同様の覆土で住居址 としてとらえはしたが、時間の関係で未掘のまま調査に着手 しな

かった。

第79号住居址

91住 と重複する。両者の覆土は微妙で現場では新旧関係が判然 としなかった。床面は自然堆積の

砂礫土 となる。カマ ド、ピット等は見 られない。

遺物は土器が僅かあり、須恵器杯、土師器甕等でこれらの時期は 5～ 6期のものである。

第80号住居址

南に 8期の遺物を出土する73住 と、未調査の10溝があり、本址はこれらより早い時期である。時

間の都合で全容を検出するまでに至 らず、調査は行わなかった。

第81号住居址

覆土には拳大以上の石を含んでいる。床面は砂礫層 となる。カマ ドには燃焼室に焼土 も僅か遺存

する。

遺物は割合多 く、土器に黒色土器、土師器、須恵器の杯、灰釉陶器の椀等があり、他には苧引鉄、

金遺飽などの鉄器や少量の鉄滓 も見える。土器は 8期の様相を見せている。

第82号住居址

不整形の輪郭、粘質灰色上の覆土、拳大に割 られた角礫が多量に転入、これらの様子は他の住居

址 とは全 く異なる。床面は鉄分の沈澱 した茶褐色を呈 し、非常に堅い。焼土、ピットは見 られない。

遺物はごく少なく、角礫に混入 して須恵器の叩き甕片が出土する程度である。時期は分からない。
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第33号住居址

やや小形の住居址である。東側で25土坑、 4溝 と重複する。覆土は礫や砂を含みその様相が場所

により大きく違っている。床面 も不明瞭ながら自然礫、砂層上にあろう。カマ ドらしきものは見当

たらない。

遺物は比較的多 く、土器に須恵器、黒色土器の杯、土師器の甕、盤等、刀子 らしき鉄器 もある。

これらは、 7期のものである。

第84号住居址

60061住 と重複する。このうち一番古いのが本址である。又南東にも30住 と僅か重複する。床面

は61住 より約20cm程低い所に位置する。堅さはない。カマ ドは東壁中央にあり、壁を外側へ突出さ

せ、床面上に狭い範囲で焼上のみが残る。

遺物は僅か、須恵器、黒色土器の杯が主たるもので 7～ 8期に該当する。

第35号住居址

北前堰の北側、調査区北端に位置する。大きな住居址である。南東隅に42043土坑がある。床面

は黄灰色ないし、黄茶褐色粘質土で中央部が堅い。カマ ドは東壁にあり、こぶ りの石を黄灰色粘質

土で固めている。焼土は多 く、奥壁部から床面上にまで広がる。又西壁にも床面まで170× 90cmの 範

囲で焼土が遺存する。

遺物はカマ ド内部 とその周辺に多 く、土器は杯、壺、甕、鉢などの須恵器を中心に、土師器甕な

ども見える。 これらには、 4期 という古い時期を充てる。

第86号住居址

85住の北に位置する。床面は砂礫層上であろうが不明瞭。カマ ドは石 と粘土による南側袖 とぐる

りと巡る低い北側の粘土袖があり、内部には焼土多量に遺存する。

遺物はカマ ド内部から土師器の甕があり、他に須恵器の杯、蓋等がある。又鉄滓 も出土 した。 4

～ 5期の土器類である。

第87号住居址

ここは 5軒が重複する。本址は20・ 21住 などの床下にある。住居址は小形で、床面は砂層上にあ

る。堅 くはない。北壁中央床面上に焼土を認める。カマ ドの残痕であろう。

遺物は土器に黒色土器、須恵器の杯、灰釉陶器の皿、土師器の甕等があり、 7期 に属する。

第38号住居址

75住床面精査中に 3～ 5 cm下部に非常に堅い床面 と貼床を施 したピットを見つけた。 この床面は

東西 3m以上、南は用地外へ続いている。時間の制約上 これ以上調査することはできなかったもの

の若干の遺物を得た。

遺物は須恵器の杯、蓋、壺類を中心に土師器杯、甕などで 4期 という古い時期のものである。
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第89号住居址

東に57住 を破壊 し、西側は45・ 56住 に壊される。覆土は56住 と同色である。カマ ドは石芯粘土か

と思われる。焼土 も僅か残る。床面は砂礫層。堅 くはない。

遺物は須恵器杯、土師器甕等の土器があり7期のものである。他に特殊なものとして非常に製練

度の高い鉄塊が 1点出土 している。

第90号住居址

75住等 8軒が重複する所である。僅か狭い範囲が調査できた。カマ ド・ ピット等は検出できなか

った。

遺物は土師器杯、灰釉陶器皿などがあり、これらは 7～ 8期 となる。 この結果、本址は66・ 67・

75091住などよりは新 しいものとなり、鉄製の餃具は本址からの遺物である。

第91号住居址

南に67住 を破壊 し、更に79住 と重複する。東、南側の壁際の調査である。土の堆積状況が微妙で、

この新旧関係は現場では判然 としなかった。床面は砂礫層 となり、焼土、ピット等は見当たらない。

遺物は土器が僅かでこれに時期を求めるのは無理である。ただ67住 と79住 との遺物の時期で推測

すると、本址は79住 より新 しいものと思われる。

第92・ 93094号住居址

これらは結果的に未調査 となった住居址である。北前堰の北側地区には92093住の一部を検出し

た。この両者は検出時に得た須恵器杯の様子から6期以前の可能性がある。

又、調査地南西隅にある94住 は72住 と僅か重複する。遺物は得 られなかったが、72住 より旧 (7

～ 8期以前)の住居址であろう。

2。 竪穴状遺構 (第40図 )

A区北西部に位置する。長方形の竪穴 と周囲のピットから成る。竪穴規模は東西175× 南北330cm

で、深さ19cmを測る。覆土は粘質灰色土の単層で、床面上まで全面に小児頭大～人頭大の石約60個

程が転入 している。床面は平坦だが堅 くはない。この竪穴のまわ りに南東部を除き、 5個 のピット

が並ぶ。これらはいずれも円形で、最大の P14(35× 30× 1lcm)か ら最小の P17(22× 23× 9cm)ま

でのもので覆土は竪穴 と全 く同じである。竪穴 と5個組のピットの長軸方向も同一でN-30° 一Eを

指 し、施設の上屋の為の柱穴であろう。

遺物は竪穴部から須恵器の甕、杯が数片、北西部の P16内 より輔の羽口小片 1点がある。尚、こ

の南西 5mに ある82住 も本址 と同様の覆土で、この両者のみが他の住居址などとは明らかに異なる

覆上であり、時間的にも重なるものであろうが、残念なことにこの82住 も遺物が僅少の為、時期に

ついては言及できない。
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住居

No
平面形

規  模

長×短×深 (cm)
主軸方向

カマ ド
新旧関係 時期

種 別 位 置

1 方形 7× ?× 30 不明=検出した範囲に

は見当たらない

7

?× P× 38 不 明 3住より1日 7～ 8

隅丸方形 664× 7× 48 不 明 2件、14土坑より新 7～ 8

(隅丸)方形 446× 406× 42 N-90° 一 Vヽ 石組 北西隅 5、 70住、38土坑より新 7～ 8

方形 530× 460× 43 N-75° 一W 石組 西 壁 69、 70住 より新、38土

坑、 P62、 233よ り1日

7～ 8

不整方形 312× 290× 32 N-80° 一W 石組 西壁

方形 418× 391× 12 不詳=全容を調査した

が見当たらない

P224よ り新 7～ 9

胴張方形 448× 386× 42 N-84も 一W 石組 西壁北寄 9、 68住 より新、

18土坑とは不詳

11-12

方形 488× ?× 38 N-86° 一W 石組 西 壁 8住 より1日 、

2溝より新

不整方形 380× 362× 24 N-100° 一E 石組

(壁掘込)

東壁北寄 9

不整方形 504× 450× 42 N-83° 一W (粘土) 西壁 7

隅丸方形 334× 235× 34 N-91° 一E 石組

(壁掘込)

東壁 13土坑との切合不詳 8

方形 420× 382× 24 N-11° 一E 粘土か 北壁 8

胴張方形 P ?× ?× 52 不 明 7

不整形 438× ?× 12 不 明

方 形 473× ?× 26 不 明 68住 、 9、 10土坑、

P223、 225よ り1日

7

方 形 354× 336× 36 N-11° 一E 焼上のみ 北壁際 18住 より新

隅丸方形 ?× 300× 42 不 詳 17イ主より1日

方形 375× 320× 29 N-12° 一E 石組

(壁掘込) 北壁東寄

3溝 よ り1日

方形 400× 382× 24 N-122° 一E 石 組 北東隅 21、 22、 23、 87住 より新
方形 414× 7× 31 N-29° 一E 石組

(壁掘込)

北壁 20住 より1日 、

87住 より新

方形 (456)× P× 14 N-120° 一E 石芯粘土 東壁南寄 20住 より1日 、

23住 より新

7

方形 (426)× ?× 34 不 明 20、 22イ主より1日 7

方 形 321× 287× 38

(320× 320×  )

N-74° 一W
(N-106° 一E)

石組

焼土のみ

西壁

鰈壁北寄)

建て直しか 7

方形 260× 235× 26 N-90° 一E 石芯粘土 東壁南寄 26住 、 3溝 より新

隅丸方形 320× 286× 23 不 詳 25住 より1日 、

3溝より新

胴張方形 432× 416× 32 N-84° 一E 石組 東壁 8～ 9

方形 (440)× 2× 35 N-91° 一E 石芯粘土 東壁 P232と の切合不明 2～ 3

隅丸方形 456× 386× 32 N-84° 一W 石芯粘土 西 壁 26土lルtよ り1日 7

方形 446× 392× 38 N-92° 一E 石組

(壁掘込)

東壁 84住 より新 9^V10

方 形 340× 323× 60 N-81° 一E 石組

(壁掘込 )

東壁 32(主 より1日 7

第 1表 住居址一覧表
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住居

No
平面形

規  模

長×短×深 (cm)
主軸方向

カマ ド
新旧関係 時期

種 別 位 置

方形 326× 324× 42 N-84° 一E 石組

(壁掘込 )

東壁 31住 より新、

33住 より1日

隅丸方形 534× 515× 48 N-87° 一E 石組 東壁 29、 33土坑より新 8

不整方形 428× 342× 40 N-93° 一 Vヽ 焼上のみ 東壁際

方形 444× 420× 46 N-71° 一E 石芯粘土か

(壁掘込)

東壁 建て直しか 3～ 4

不整方形 376× 364× 28 N-91° 一W 焼上のみ 西壁南寄 9^ウ 10

胴張方形 (422)× ?× 10 不 明

(隅丸)方形 402× 376× 50 N-94°一W 石組粘土

(壁掘込)

西 壁

胴張方形 371× 369× 38 N-91° 一 Vヽ 石組粘土

(壁掘込 )

西 壁

方形 454× ?× 24 不 明

方形 430× 416× 28 N-102° 一W 石芯粘土

(壁掘込)

西壁南寄

胴張方形 480× 458× 36 N― 1 ― E 石組粘土

(壁掘込)

北壁

隅丸方形 505× 468× 44 N-87° 一E 石芯粘土 東壁 654宝 より淑「

方形 638× 583× 43 N-93° 一E 石組粘土 東壁

長方形 308× 226× 28 N-97°一 E 石 組 北東隅 47住 より新 5～ 6

方形 366× 7× 35 N-83° 一E 石組

(壁掘込)

東壁

胴張方形 484× 456× 58 N-85°一E 焼土のみ 東壁北寄 45住 より1日 、

74イ主より新か

5～ 6

胴張方形 408× 350× 27 N-92°一W 石組粘土

(壁掘込 )

西 壁 7～ 8

隅丸方形 494× 406× 40 N-88° 一E 石芯粘土 東壁北寄

不整方形 415× 388× 40 N-89° 一E 石芯粘土 東壁

不整方形 350× 348× 20 N-92° 一 E 石 組 東 壁 52信二より

'折

7

方形 495× ?× 20 (N-91° 一E) 石組か 東壁 511主 より1日 3～ 4

不整方形 353× 345× 3(18) N-90° 一E 石芯粘土か 東壁 33住 より1日 、

29土坑より新

7

方形 364× 362× 38 N-111° 一 Vヽ 石組粘土 西壁 7～ 8

不整方形 404× 397× 45 N-6° 一W 石組 北 壁 ～ 7

方形 (310)×  (300)× 2 N―-99° ――W 粘土か 西 壁 57住 より新 7～ 8

方形 433× 429× 20 N-90°一 E 焼土あり

(壁掘込)

東 壁 56、  89住 より1日 5～ 6

方形 332× ?× 14(64) N-97°一E 石芯粘土 東 壁 5～ 7

長方形 398× 349× 18 N-111° 一W 焼上のみ 西 壁 9溝、 P257よ り1日 2～ 4

方 形 414× 380× 45 不 詳 611主 より1日

胴張方形 442× 410× 38 N-77° 一 E 石 組 東壁南寄 60、 84住 より新

不整方形 (440)× 7× 46 (N-99° 一 Vヽ) 不 明 西 壁 5～ 6

不整方形 (382)× 7× 45 N-86° 一E 石芯粘土か

(壁掘込)

東壁 9^ψ 10

方形 300× 284× 30 N-88° 一E 石組 東壁南寄 65住 より新 9～ 10

方形 (490)×  (378)× 42 不 明 43、 44、 64イ主より1日
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住居

No
平面形

規  模

長×短×深 (cm)
主軸方向

カマ ド
新旧関係 時 期

種 別 位 置

方形 427× 426× 32 N-70° ― Vヽ 石芯粘土

(壁掘込)

西壁 75、 904宝 より1日

不整方形 345× ?× 48 不 明 75住 より新、

91住 より1日

6～ 7

方形 ?× ?× 34 N-95° 一E 石芯粘土か

(壁掘込)

東壁 8住、 P226よ り1日 、

16住 より新

7～ 8

不整方形 592×  (572)× 36 N-70° 一 Vヽ 石芯粘土か 西 壁 5住、 4土坑、 P55、

P59、 60よ り1日

7

方形 7× ?× 26 N-86° 一 Vヽ 粘土 西壁 4、  5住 より1日

方形 (382)× ?× 31 不 明 72住 より1日、

41土坑より新

7～ 8

不整方形 302×  (305)× 18 N-90° 一E 石組 西壁 71、 94住 、 9溝 より新 7～ 8

方形 (246)× 480× 28 (N-62° 一Vの 石芯粘土か

(壁掘込)

西壁南寄 80住 、21土坑より新、

5溝、10溝 より旧

不 明 カマ ドのみを検出 焼上のみ 45、 47イ主より1日 4～ 5

方形 ? ?× ?× 28 不 明 66住 より新、

67、 90住 より1日

5～ 6

方形 ? P× ?× 21 (N-88° 一E) 粘土 東壁 75イ主より1日 5～ 6

方形 P 未調査 78住、 5溝 より旧

方形 ? 〃 77住 より新、

6溝 より1日

方 形 360× 353× 26 不 詳 91住 より1日 か 5～ 6

不 詳 未調査 73イ主、 10,轟 より1日

方形 356× 340× 30 N-83°一 Vヽ 石組

(壁掘込 )

西壁南寄 8

不整方形 428× 334× 22 不詳

不整方形 336× 302× 26 不詳 251土 ウtよ り1日 、

4溝 より新

7

方形 386× 332× 50 N-84° 一E 壁掘込 東壁 30、 611主 より1日 7～ 8

隅丸方形 611× 592X46 N-112° 一E 石芯粘土

(壁掘込 )

東壁 42±1ちtよ り1日 4

方形 371× 347× 34 N-101°一E 石芯粘土

(壁掘込)

東 壁 4～ 5

方形 345× 300× 17 N-5°一 E 焼上のみ 北 壁 20、 211主 より1日 7

不 明 ?× 7×  (32) 不 明 751主 より1日 4

台形 349×  (336)× 18 N-60° 一E 石芯粘土 P

(壁掘込)

東壁 56住 より新 7

不 明 (一部を調査 ) 66、 75、 91住 より新 7～ 8

方 形 348× 317× 40 90住 より1日 、

67、 79住 より新

(方形 ) 未調査

(方形) 未調査

方形 ? 未調査 72イ主より1日
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3。 掘立柱建物址 (第37～39図 )

今回の調査で検出された掘立柱建物址は6棟を数えるのみである。同時に検出された竪穴住居址

が94軒 を越える奈良～平安時代の大規模集落の調査であることを考えるならば、この 6棟のみとい

う掘立柱建物址の対住居址比率は極めて低いものである。以下各址の概要を述べていきたい。

1号は調査区の南西部にあり、他の掘立柱建物址とは離れて位置する。 2間 ×2間の側柱建物で、

ほぼ方形の平面形を呈す。柱間寸法は柱穴の心芯距離で174～ 198cmと ばらつきがあるが、平均すれ

ば概ね190cmと なり、380× 380cm程 の建物規模 と考える。柱穴掘り方は直径45～60cm前後を測る円形

ないし楕円形を呈する。柱痕はまったく検出されなかったものの、P182の下部からは、柱の下端を

取 り囲んでいたとみられる石込めが検出された。

2号は調査区の西側ほぼ中央に位置する。 2間 ×2間の総柱建物で、ほぼ方形の平面形を呈す。

柱間寸法は164～ 224cmと かなりばらつきがある。平面規模はおおよそ、400× 360cmと 考えられる。

柱穴は直径40～60cm前後の円形掘 り方を主とする。柱痕は検出されなかった。

3号は調査区の西側やや北寄 り、 4住をはさんで 2号の北に位置する。 3間 ×2間の側柱建物で

あり、方形の平面形を呈す。柱間寸法は概ね梁間200cm、 桁間130cmを測 り、建物の平面規模はおお

よそ、410× 400cm程 である。又、西側軸線上には2ヶ の柱穴が掘られている。柱穴掘 り方は直径50～ 60

cm前後と大きく、四隅の柱穴ほど深 く掘られる傾向が認められる。P202か ら柱痕状の堆積が確認さ

れたが、土層から明瞭には捉えがたい。

4号は調査区の北西隅に位置し、本址の南西には約 4m離れて 5建が残存する。 3間 ×2間の総

柱建物であり、方形の平面形を呈する。柱間寸法は梁間180～ 196cm、 桁間138～ 166cmを測る。平面

規模は、梁行380cm、 桁行460cm程 と考えられる。柱穴掘 り方は平面形が円形、楕円形、不整円形を

呈し、直径70～110cm以上と他址の掘 り方に比べひときわ大きい。 P2780285の底部には柱の建てら

れていた跡を示すとみられる浅い窪みが認められた。

5号は調査区の北西隅に位置し、 4建 と6建にはさまれる。 2間 ×2間の総柱建物で、南北方向

にやや長い方形の平面形を呈す。柱間寸法は概ね梁問160cm及 び145cm、 桁間180cm及 び140cmと 推定

され、平面規模は320～ 350cm程 となろう。柱穴掘 り方は、平面形が楕円形ないし円形を呈す。直径

40～70cm前後を測る。

6号は調査区の北西寄りに位置し、 5建の南に3m程離れて接する。 2問 ×2間の総柱建物であ

り、南北に長軸をもつ長方形の平面形態を呈す。柱間寸法は、梁間、桁間ともに一定しないが、方

形規格の建物とした場合、270～ 330cm程 の規模をもつものと考えられる。柱穴掘 り方は平面形が円

形もしくは楕円形を呈し、直径45～60cm前後のものが多い。

各建物址の時期については出土遺物からみて 304建 は奈良時代に位置付けられよう。このうち

4建は主軸方向を他と異にし、形態及び構造上においても大きな柱穴をもつ点が注目される。他址

の時期については出土遺物がなく、不明である。
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4.土坑・ ビッ ト (第40～44図 )

(1)概要

今回の調査では竪穴住居址に伴わない穴で、便宜上長径が100cm以上のものを土坑、それ未満のも

のをピットとして扱った。総数は土坑43基、ピット328基 を数える。なお、平田本系北前堰より北地

区では充分な検出作業が行えず、未検出の土坑・ ピットがある。規模は最小22cm(P17)、 最大362

cm(第 12号土坑)を測 り、深さ50～ 100cmの穴が多い。平面形態は、土坑・ピットいずれも楕円形に

類する穴が最 も多 く、円形類が次 ぐ。方形 0長方形類は第 5・ 28032号土坑 (以下○号と略)の 3

基のみである。断面形態は、半円形と台形が多い。分布をみると、①調査地南東部、②2溝の東、

③ l溝の周囲、④35住の東、⑤ l建の西、⑥44057住の間、⑦42住周辺に集中がみられる。これら

はピット群として捉えられ、竪穴住居址の周囲に多くありながら、それとの重複関係が少ない点が

注目される。このうち①～③は土坑の占める比率が高い。

(2)特徴的な土坑・ ピッ ト

13号は須恵器大甕の埋設遺構である。A区中央南側に位置する。重機よる表土削除の際に大甕の

口縁部が確認された。12住の南東隅の壁を壊 した形で検出したが、その位置から12住に付属する施

設の可能性 も残される。掘 り方は平面円形を呈 し、南北105× 東西100cmの規模を測る。断面形は甕

の器形にあわせて三角形を呈 し、埋土は砂質灰色土を用いる。大甕の覆土は茶褐色土塊混入の灰色

土が堆積 し、下層には数個の拳大の礫・灰釉陶器の椀が大甕の破片 とともに認められた。時期につ

いては遺物より見て 8～ 9期に属すると考えられる。

12号はA区中央やや西側に位置する。平面形はやや不整な楕円形を呈 し、長軸方向はN-0° をと

る。今回の調査では最 も大きな土坑で、南北362× 184cmの規模を測る。底面は平坦でなく北から南

に傾斜 し、壁は緩やかに掘 り込まれる。覆土は礫を少量混入する砂質の暗灰色土で北側には拳大の

礫 とともに土器片がみられた。土坑の性格については平面形・長軸方向等からして墓址 と考えたい。

時期については遺物 より見て 8期 に属すると考えられる。

P52は A区北東部に位置する。平面形は直径88× 68cmの規模を測る不整な楕円形を呈 し、断面形

は半円形を呈する。覆土には砂質暗灰色土が堆積 しており、底面には礫が数個見 られた。遺物には

土師器・輔の羽口等が出土 してお り、製鉄に伴 う遺構 と考えたい。所属時期は不明である。

5。 溝 (第44図 )

今回の調査では第 1～ 9号溝 (以下○溝 と略)の 9条が確認された。方向は南北に伸びるものに

1～ 4・ 9溝、東西方向には 5～ 8溝があり、 3溝は北端でほぼ直角に折れる。 1・ 3溝は途切れ

る部分があるが、表土削除の際に掘 り込みの浅い部分が底面下迄削平されたもので、本来は続いて

いたと考えられる。覆土は他の遺構 と類似 した砂質灰色土 もしくは暗褐色土が堆積 し、水を伴って

いた様子は認められない。出土遺物から時期の推定されるものは少ないが 1～ 3溝は 7期 に属する。
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No
平面形 主軸方向

規模 (m) 柱間寸法 (nl)
柱穴規模 (cm)

柱穴平面形 柱穴備考
柱配 り 面積 (ポ ) 恥 長径 短径 深 さ

l 方形

側柱

N-87°―E
13.6n12

2間 × 2間
3.7× 3.6

桁1.7～ 2.0

梁1.8～ 2.0

円形

円形

円形 栗石充瞑

円形

楕円形

不整円形

円形

不整円形

方形

総柱

N-2° 一ヽV
14.9rn2

2間 ×2間

4.0× 3.6

桁1.8～ 2.3

梁1.7～ 2.2

円形

円形

円形

円形

楕円形

不整円形

楕円形

円形 P270よ り新

円形

フ 円形 (未掘)

方形

側柱

N-4° 一ヽV
15,7m2

3間 × 2間
4.1× 4.0

桁1.2～ 1.4

梁1.9～ 2.1

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円 形 P202よ り新

円形

円形

円形

円形

方形

総柱

N-28°―E
16.8n12

3間 ×2間

4.6× 3.8

桁1.4～ 1.7

梁1.8～ 2.0

楕円形

不整円形 柱痕跡有 り

楕円形 柱痕跡有 り
275 円形 柱痕跡有 り

不整円形

277 不整円形

楕円形 2段底となる

楕円形

円形

円形

円形

285 楕円形 2段底となる
5 方形 (長 )

総柱

N17° 一E
10.51112

2間 × 2間

3.5× 3.15

桁1.4～ 1.8

梁1.5～ 1.7

円形

楕円形

楕円形

楕円形 柱痕跡有り

円形 柱痕跡有 り

楕円形 柱痕跡有 り

楕円形 柱痕跡有 り

楕円形 柱痕跡有 り

楕円形
6 長方形

総柱

N-2°一E
8.6m2

2間 × 2間
3.3× 2.7

桁1.5～ 1.8

梁1.2～ 1.4

297 円 形

楕円形

楕円形

楕円形 柱痕跡有 り

円形

円 形

第 2表 掘立柱建物址一覧表
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No
平面形 主軸方向

規模 (m) 柱間寸法(m)
主穴規模 (cm)

柱穴平面形 柱穴備考
柱配 り 面積 (ポ ) lN0 長 径 短径 深 さ

円形

不整円形
, 楕円形 (未堀 )

遺構

Ncl

規  模
新旧関係

備  考

長 さ(m) 幅 深さ (cm) 主要遺物 時期その他

1(イ ) 7.40 130-240 21-29 土器多量・ 釘

1 11.55 43-113 24-40 15土坑、 P92よ り1日

1 (5.90) 95^Vl17 19-26 P94、 35[土 坑 より1日

2 14.28 33-85 10-31 P88、  9住 より1日 土器 (墨書)

3(イ ) 10.05 58-118 19-37 19住 より新 土器多量 0(墨

書多)、 錠、餃具3 (口 。ノう (8.78) 73-195 21-46 25、 26住 、12土坑より旧

4 (5.65) 43-80 8^V10 25土坑より旧

5 (8.60) 50-215 73、 77住 より新 未調査

6 (9.70) 87-126 78住、 7溝 より新 未調査

7 6溝 より1日 未調査

(15.00) 120-198 未調査

9 (9.60) 72住 より旧、59住、37土坑より新 未調査

不 詳 73、 80住 より新 未調査

第 3表 溝一覧表

第 4表 主要 ピッ トー覧表
(番号 )は図未掲載

番号
規  模  (cm)

新旧関係
備 考

平面形 長径×短径(cm) 断面形 深さ (cm) 主要遺物 時期その他

楕 円 98× 74 半円形 ? 鉄滓 7～ 8

楕 円 (68)× 55 台形 P9よ り新 土器多量 6～ 7

楕 円 (57)× 47 三角形 P8よ り1日 土 器

楕円 ×51 不 明 6 P llよ り1日

土器多量
楕円 76× 63 不 明 5 P10よ り新

(16) 円 26× 25 台 形 竪穴状遺構に付属する フイゴの羽口片

円 35× 34 台形 フイゴの羽口片

円 55× 47 半円形 土 器

円 62× 50 半円形 P44よ り新
土器割に多い

楕 円 114× (83) 半円形 P43よ り1日

円
'73×

75 半円形 鉄滓多量

円 44× 42 台形 土器

不整楕円 88× 68 半円形 P53よ り新 フイゴの羽口3点以上

不整楕円 (98)× 73 台形 P54よ り新、P52よ り1日 鉄滓、鉄器

不整楕円 (62)× 40 不明 P53よ り1日

不整円 72× 64 台形 69住 より新 鉄滓

(64) 楕 円 127× 77 台形 土 器

不整楕円 91× 66 台 形 土 器

(99) 楕 円 86× 52 台 形 土 器

(163) 不整楕円 78× 56 台形 土 器

(231) 不整円 50× 49 台 形 土 器

237 円 54× 51 台形 フイゴの羽日、鉄滓

円 65× 60 台形 鉄滓
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第 5表  土坑一覧表
(番号 )は図未掲載

番 号
規  模  (cm)

新旧関係
備 考

平面形 長径×短径(cm) 断面形 深さ (cm) 主要遺物 時期その他

不整楕円 232× 139 台形 土器多量

2 不整楕円 202× 115 不 明 7～ 8

楕 円 130× 72 不 明

4 不整楕円 324× 200 方形 ? 7 ・ 69住 より新 土 器 8～

長方形 186× 80 台形

楕 円 158× 86 台 形 刀 子

7 楕 円 125× 63 台形

楕 円 140× 103 不明

楕 円 156× 103 台形 16住 より新

不整楕円 296× 155 台形 16住 より新 土器多量、フイゴ羽日2、 鉄滓

不整楕円 158× 98 半円形 9～ 10

不整楕円 362× 184 半円形 ? 3溝 (口 )、 P234、 235よ り蒲 上器多lll、 フイゴ羽日、鉄器多、鉄滓

円 105× 100 三角形 12住 より新 土器 8～ 9

(14) 不整円 (115)× (40) 台 形 3住より1日

楕円 118× 90 台形 1溝 より新

楕円 118× 96 台 形 鉄滓多量

楕円 230× 85 台 形

(18) 楕円 ? , 台形 8 ・ 9 ・ 68住 と新旧不弓

楕 円 130× 100 半円形

円 102× 90 半円形 土 器

(21) 楕 円 (195)× (63) 未掘 73イ主より1日

不整円 150× 133 台形

楕 円 104× 80 半円形 土器「束寺』、フイゴ羽日3、 鉄滓

(24) 楕 円 136× 111 半円形

不整楕円 225× 131 半円形 4溝 083住 より新 土器多量 (墨書)、 鎌、錠

楕 円 149× 119 二段底 29住 より新

円 172× 168 台形 土器 (墨書 ) 9^V10

不整円 149× 140 台形

不整円 126× 113 方 形 53住 より新、33住 より旧 土器 (刻書 )

不整楕円 138× 82 半円形

楕円 121× 84 半円形

不整円 142× 128 半円形

(33) 不整円 (120)× 97 台形 53住 より新、33住 より旧

(34) 不整楕円 220× 92 台 形

不整楕円 279× 96 半円形 1溝 (ハ )よ り1日 7～ 8

楕 円 112× 87 半円形

(37) 不整円 88× 71 半円形 9溝 より新 9溝より新

不 明 190× (100) 台形 5住より新、4住より旧 土器多量、釘 7～ 8

不整円 126× 110 三角形

不整楕円 (121)× (83) 不 明 66・ 75住 より新か ?

不整楕円 (132)× 58 方形 ? 711主 より1日

楕 円 229× (98) 三角形 85住より新、43土坑より旧 鉄滓

楕円 (193)× 140 半円形 42土坑より新
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第 3節 遺 物

1。 土器・陶磁器 (第45～76図 )

平田本郷遺跡では、竪穴住居址・掘立柱建物址・溝・土坑などの遺構や、遺構外の包含層などか

ら膨大な量の土器・陶磁器が出土している。これらは、ごく一部が古墳時代に属するが、ほとんど

が奈良～平安時代の所産である。本報告書では、実測可能な701点 を図化している。なお、本文内で

使用する器種・器形の名称・分類、土器群の編年観は文献 1に よった。また、各土器の器種につい

ては、図中の通し番号の横に略号を表記した。(須恵器 :S、 軟質須恵器 :NS、 土師器 :H、 黒色

土器A:KA、 黒色土器B:KB、 灰釉陶器 :K、 緑釉陶器 :R)

(1)種別・器種

出土した土器の種別は、土師器・黒色土器A(内黒土師器)・ 黒色土器 B・ 須恵器・灰釉陶器・緑

釉陶器 0白磁に限られる。器種別にみると食器が多 く、煮炊具の割合が他の該期の集落に比べて非

常に少ない。以下、種別ごとに器種を記述する。

①古墳時代の土器

検出面から古墳時代中期のものと考えられる高杯・壺が出土しているが、小片で図化・提示でき

ない。また、今回の調査では該期に比定される遺構は発見されていない。

②奈良・平安時代の土器

ア.土師器

食器類は杯・椀・耳皿・盤、煮炊き具に甕・小型甕・羽釜がみられる。杯・椀は、すべてロクロ

調整・底部糸切 りである。58106190692は 甲斐型土器の杯である。煮炊具は、全体的に出土量が少

ない。424は、甕の底部である。体部下側表面の一部が剥離しており、成形・調整の過程が観察でき

る。まず、粘土積み上げ成形した後にタタキ調整され、さらにその表面を覆うように外側に粘土を

貼付けて刷毛目調整している。本来須恵器にみられるタタキ調整が施されている特殊品である。

イ。黒色土器

内面のみ黒色処理される黒色土器 A、 内外面黒色処理される黒色土器 B(314・ 698・ 699)が出土

している。器種は、杯・皿・耳皿・椀・鉢がみられる。また、明らかに須恵器杯 Bを模倣したもの

(170)も みられる。杯・椀・皿ともにロクロ調整・底部糸切 りであるが、杯のうち161・ 238・ 447

は、腰部手持ちヘラ削りされている。216は、内面 ミガキ調整して黒色処理した特殊な小型甕であ

る。

ウ。須恵器

器種は、食器類に杯A(無台)・ 杯B(有台)・ 蓋・皿・鉢・盤、貯蔵具に長頸壺・四耳壺・甕・
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Д泉・浄瓶 (も しくは多口壺)がみられる。杯は、底部ヘラ切 り (44804890517・ 537)0ヘラ切 りの

ち手持ちヘラ削 り (27003390559)・ ヘラ切 りのち工具ナデ (336・ 516)の杯 A、 底部回転ヘラ削

りの杯 B、 糸切 りの杯 A・ B、 灰白色で軟質焼成の軟質須恵器杯Aがみられる。これらの種類は時

期差に起因する。皿・鉢・氏泉・長頸壺・浄瓶 (あ るいは多口壺)・ 盤は、全形がわかるものがなく、

破片から推定 した。688は 、浄瓶か多口壺の注口部の破片である。注口頸部外面には竹管文が施され

ている。492は、盤あるいは器台等の脚部 と考えられる特殊品である。脚部中位には、焼成後に外面

から穿たれたと考えられる透かしが 2孔みられる。甕は、13土 (606)・ 38土 (624)か ら大型品が出

土 している。347の 四耳壺は、器面タタキ調整でなくカキロ調整を施す特殊品である。

工。灰釉陶器

器種は、食器類に椀・皿・段皿・耳皿、貯蔵具に長頸壺・短頸壺・小瓶がみられる。時期は、 7

～ 8期 (セ ンター編年)が主体で、 9期以降のものは少量である。 7～ 8期には、器壁がやや厚手

で刷毛塗 り施釉、断面四角形の高台を貼付けるものと、器壁が薄 く緻密で灰白色の胎土で断面三角

形の高台を付け、刷毛塗 り施釉、重ね焼 き焼成のものが共伴 している。前者は黒笹14号様式、後者

は光ヶ丘 1号様式 と考えられる。出土量は光ヶ丘 1号窯式が大部分を占め、黒笹14号窯式は極少量

である (74・ 478)。 74は 、内面見込み部に花文が施されている耳皿である。 9～ 10期以降は、漬け

掛け施釉のものもみられる (光 ヶ丘 1号窯式～大原 2号窯式 )。

オ。緑釉陶器

10住から2点、19住から 1点、73住から 1点、12土から 1点、遺構外検出面から 1点の合計 7点

出土 しているが、図化できたのは 4点 (117・ 2060700・ 701)の みである。1170700は 、椀の口縁

部である。体部内外面をヘラ磨 き調整 しており、胎土は硬質で灰白色を呈する。釉は、淡緑黄色。

東海産のものか。206・ 701の 2点は、椀の底部 と考えられる。 ともに高台は円盤状の切高台で、胎

土は軟質で黄灰白色を呈する。釉は、淡黄緑色を呈 し、底面を含めて全面に施釉されるが、胎土が

軟質のためまJ落が激 しい。京都産系のものと考えられる。

力.自磁

3住から 1点 (26)出 土 している。小片のため器形等は不明である。器壁は薄 く丁寧に仕上げて

いる。胎土は白色であるが、黒色の粒子が多量に含まれている。

(2)土 器の様相

平田本郷遺跡では、県センター編年の古代 2～ 12期の各期の様相がみられる。本遺跡にみられる

土器群は、遺構の重複が甚だしいため厳密な意味での一括性が窺えるものはあまりみられない。ま

た大部分の遺構が 7～ 8期に該当しており、それ以外の時期の資料は比較的希薄で良好な土器群に

恵まれない。以下、各期の土器様相の概要を述べる。
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2期 :28住 041住・66住 にみられるが、各土器群の一括性には不安がある。出土した土器は、須恵

器杯A・ 瓦泉の破片・長頸壺・甕の破片、土師器甕A・ Bのみである。食器は須恵器のみで杯Aは底

部回転ヘラ切 り未調整される。また、遺構内外から美濃須衛窯産とみられる破片が出土しているが、

一括性が低いため土器群として捉えられる資料に乏しい。

3～ 4期 :こ の時期も遺構が少なく、安定した土器様相を示す遺構に恵まれない。食器では、須恵

器杯A・ B、 黒色土器AttA、 貯蔵具では須恵器長頸壺・甕の破片、煮炊き具では土師器甕 Bがみ

られる。須恵器杯Aは、底部回転ヘラ切 りと回転糸切 り調整の両者がみられる。

5～ 6期 :該期の土器群は、どれも資料の一括性に不安があり良好な資料に恵まれない。食器は、

須恵器杯A・ B、 黒色土器AttAがある。須恵器杯Aはすべて底部回転糸切 り調整され、体部の開

きの弱い形態である。煮炊き具は、土師器甕 B・ Cが少量ある。

7期 :こ の時期には、遺構数が増加し良好な土器群がみられる。食器に大きな変化がみられ、椀・

皿が登場する。椀は、黒色土器A・ 灰釉陶器・緑釉陶器、皿は黒色土器A・ 灰釉陶器・須恵器にみ

られる。また、食器の主体は須恵器から黒色土器A・ 軟質須恵器に移行する。須恵器杯Aは、体部

が大きく開き、器壁が薄 くロクロロが目立つものとなる。また軟質須恵器杯Aは、形態が須恵器杯

Aでありながら、焼成が軟質で内外面に黒斑がみられる。煮炊き具は、土師器甕 B・ 小型甕Dが主

体である。本遺跡の該期に搬入された灰釉陶器は光ヶ丘 1号窯式が主体で、黒笹14号窯式はほとん

ど伴わない。また緑釉陶器は、京都産と考えられる。該期の土器様相を示す土器群としては、1住・

11住 018住・ 29住 などがあげられる。

8期 :食器は、土師器・黒色土器A・ 須恵器・軟質須恵器・灰釉陶器・緑釉陶器で構成される。器

種は、土師器杯A・ 椀・盤A、 黒色土器AttA・ 椀・皿、鉢A、 軟質須恵器杯A、 灰釉陶器椀・皿

がある。椀・皿への指向がさらに強まり、同一器形の食器が異なった器種で作られている。煮炊き

具は、土師器甕 B・ 小型甕Dが主体 となる。貯蔵具は須恵器甕類が主体であるが、長頸壺 0短頸壺・

小瓶などに灰釉陶器がみられる。該期には光ヶ丘 1号窯式の灰釉陶器が伴う。この期の上器様相を

示すものとしては9住・43住 061住 010上があげられる。

9～ 10期 :本遺跡においては、 9期以降の遺構が少なく土器様相も不明な点が多い。 8～ 9期への

段階は、食器における黒色土器Aが激減して土師器が増加する。黒色土器Aは、杯がみられなくな

り、椀のみみられる。貯蔵具・煮炊き具は、出土量が少なく不明である。灰釉陶器は光ヶ丘 1号窯

式・大原 2号窯式が伴う。10住の資料が比較的まとまっている。

11～ 12期 :食器は土師器と灰釉陶器が主体 となり、黒色土器Aは椀のみみられる。煮炊き具は出土

量が非常に少なく、小型甕Dがわずかにみられるのみである。灰釉陶器は、虎渓山 1号窯式が主体

である。該期では、 8住土器群があげられる。
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(3)文 字関係資料

本遺跡で出土した文字関係資料には、墨書土器・刻書土器・刻印須恵器・転用硯などがある。以

下、各概要を述べる。

①墨書土器

墨書土器は、総計118点出土 しており質、量 ともに豊富にみられる。出土 した遺構の内訳は、竪穴

住居址93点、溝 13点 、土坑 7点、ピット1点、遺構外・検出面 4点で竪穴住居址から出土する割合

が高い。出土量が多い遺構は 9住22点、17住15点などがあげられる。文字の種類では圧倒的に『几』

が多 く、57点 (48.3%)が 出土 している。 この文字は10軒の住居址から出土 しており、同一墨書文

字を共有する集団が存在 したことが窺える。また、特記される墨書 としては、『東寺』 (238・ 616)・

『寺』 (440)な ど寺院 との関連を示唆するものもみられる (註 )。

墨書される器種は、黒色土器AttAが 29点で最 も多 く全体の24.6%を 占める。以下、軟質須恵器

杯A13点 (11.0%)、 土師器杯A ll点 (9.3%)、 黒色土器A椀 8点 (6.8%)・ 灰釉陶器椀 8点 (6.8

%)、 須恵器杯A7点 (5.9%)、 灰釉陶器皿 2点 (1.7%)、 黒色土器AttB 2点 (1.7%)と 続 く。

なお、黒色土器 Aと 土師器は、杯 と椀の判別が不可能なものが多 く、実数はさらに増加するものと

考えられる。

墨書される部位は、体部外面正位69点 (58.5%)・体部外面逆位30点 (25.5%)・底裏 11点 (9.3%)・

体部右横 ◆左横 3点 (2.5%)・ 不明 2点 (1.7%)で 体部外面正位が突出して多い。器種別にみる

と、黒色土器 A・ 土師器・須恵器・軟質須恵器は、体部外面に記される傾向にあるのに対 し、灰釉

陶器は、底裏になされる傾向にある。時期別に量的な推移をみると、 7期 :39点 08期 :63点 09

期 :2点で 8期が最 も多い (時期が判別 したもののみ)。 9期は激減 し、10期以降は全 くみられなく

なる。

②刻書土器

ここでいう刻書土器は、焼成後に鋭利な工具で線刻 したものを指 し、焼成時につけられたヘラ記

号 とは区別する。総計 3点 (3203680659)出 土 している。320368は、いずれも「×」の記号的な

ものであるが、659は 「大」の文字が記される。

③「美濃国」刻印須恵器

387の須恵器杯 B内面見込み部には、「美濃国」の刻印がみられる。破片資料のため全容は不明で

あるが、上に「美」、右下に「濃」、左下に「国」を置 く配置と考えられる。これは、『老洞古窯址群

発掘調査報告書』(文献 3)の A― II-5類に分類される。松本市内では、南栗遺跡 (文献 2)S B 6260

北部D区遺構外出土品に続き3例目の出土で、これらの文字配列はすべて同類 (A― II-5類)であ

る。「美濃国」刻E口須恵器は、岐阜市老洞 1号窯・朝倉窯で生産されたことが知られており、その操

業は8世紀第 1四半期とされている。
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④転用硯

2点出土した。いずれも使用痕は確認されず、墨・朱の付着をもって転用硯 とした。361は、灰釉

陶器椀を転用している。底裏高台内側には墨痕、内面見込み部には朱墨が付着しており、墨と朱墨

を使いわけていた可能性がある。360は、灰釉陶器皿の底部外面高台内側に墨痕が確認できた。これ

らの他に墨痕との判定が難しいものがあり、実数はさらに増えるものとみられる。

註 :松本平における寺院との関連が窺える墨書は、本遺跡以外でも出土している。大村廃寺出土「如来堂」 (文献 4)、 丘中学校

遺跡出土「□色寺」 (文献 5)、 吉田川西遺跡出土「西寺」。「文□寺」 (文献 6)、 中二子遺跡出土「寺」 (文献 7)、 三の宮遺跡出

土「寺」 (文献 8)、 田川端遺跡出土「寺」。「小□□寺」 (文献 9)、 小原遺跡出土「卍」 (文献10)

く参考文献〉

1:長野県埋蔵文化財センター 1990 『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘報告書 4松本市内その1総論編』

2:長野県埋蔵文化財センター 1990 『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘報告書 7松本市内その4南栗遺跡』

3:岐阜市教育委員会     1981 『老洞古窯址群発掘調査報告書』

4:本郷村誌編集会      1983 『本郷村誌』

5:塩尻市教育委員会     1983 『丘中学校遺跡』

6:長野県埋蔵文化財センター 1989 『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘報告書その3 吉田川西遺跡』

7:長野県埋蔵文化財センター 1989 『中央自動車道長野線埋蔵文化財報告書 松本市内その 5中二子遺跡』

8:長野県埋蔵文化財センター 1990 『中央自動車道長野線埋蔵文化財報告書 松本市内その 9三の宮遺跡』

9:塩尻市教育委員会     1987 『田川端遺跡』

10:松本市教育委員会     1993 『松本市小原遺跡 H』

第 6表 墨書土器構成表

墨書部位
種

体部正位 体部逆位 体部右横 体部左横 体部不明 底 部 小 計 種類別合計

土師器杯 8 1 1 l 土師器   20

土師器杯か椀 7 1 1

黒色土器A杯 1 1 黒色土器A

黒色土器A椀 6 1 1 8

黒色土器A杯か椀 1

黒色土器A tt B 1 1 2

須恵器杯 1 1 7 須恵器   7

軟質須恵器 1 軟質須恵器 13

灰釉陶器椀 灰釉陶器  10

灰釉陶器皿 1 l

訓
´

3 計
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2。 石器 (第77図 )

住居址内から砥石が 2点出土している。住居軒数や鉄製品・輔の羽口の点数と比較して、非常に

少ない。

1は 3住から出土している。端部を僅かに欠くだけのほぼ完形品で、全長4.02cm、 最大幅3.65cm、

厚さ0.89cm、 残存重量18.14gを 測る。石材は凝灰岩製で、偏平な直方体の全面に砥面が認められ

る。このうち、右側面は一度破損した面を再度砥面としたもので、凹凸があるため研ぎが及ばない

部分がある。

2は 39住から出土している。片側を破損しているが、残存長5.71cm、 幅4.81cm、 厚さ4.1lcm、 現

存重量182.98gを 測る。石材は砂岩製で、先細 りする直方体の長側 4面に砥面が認められる。この

うち、左側面には、鉄製品の刃部でつけた幅 3 mm、 深さ 2 mmの 線条痕が認められる。

3。 土製品 (第77078図 )

紡錘車・土錘・輔の羽口が出土している。図化提示した土製品については、出土地点・寸法・重

量等について一覧表を作成しているので参照されたい。文中の遺物を説明する数字は図番号である。

紡錘車 (1) 土師質の紡錘車が 1点出土している。器面はナデ調整が施されている。なお、直径

が大きい方の上面は下・側面と比較して平滑になっており、使用痕の可能性が考えられる。

土錘 (2・ 3)土 師質の土錘が 2点出土している。いずれも片端が破損している。器面調整は 3

でナデが観察できるだけである。紐ずれ痕等の使用痕は認められない。

輔の羽口 (4～15)住 居址とピットを中心に97点 (小破片を除 く)、 総重量5566gが 出土してい

る。このうち実測可能な12点 を掲載している。なお、実測図では熔滓付着部分をスクリーントーン、

その下の器面が灰色に変色している部分を破線 (―
―一)で表現している。

出土した羽回は完形品は 1点 もなく、全形を窺えるものは僅かに10だ けである。形態的には直径

8 cm代の寸胴な器形をもつ10・ 11と 、比較的細い胴をもつ 407015等 がある。器面調整は指頭圧

痕とナデ調整が観察されるものが大半であるが、 6e10に ついては板状工具を使って縦方向にナデ

を施している。また、11は幅約 3 cmの 板状工具を使って器面を面取 りしているため、横断面が部分

的に多角形を呈している。なお、 4は両端に熔滓の付着部分と灰色に変色した部分が観察される。

他の羽口では片側にしか熔滓が付着していない点で特異である。

この他については、別表で遺構別の出土点数・重量を掲載している。このうち 6基の遺構と検出

面からは表面が摩耗した羽口が出土している。いずれも2次的な混入品と考えられるものである。

4.瓦塔 (第 79図 )

今回の調査では14点 の瓦塔片が出土 してお り、 この うち 1～ 7を図化 し得た。内訳 は軸部 7点、

屋蓋部 5点、不明 2点 の破片であ り、基壇部・相輪部 は認 められない。色調 はいずれ も橙褐色 を呈
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第 7表 土製品一覧表

第 8表 輔の羽口の出土状況

( ):現存値、[ ]:復原値

No 出土地点 種 類 長 さ (cm)
幅

直径 (cm)

厚 さ

短径 (cm)
孔 径  (cm) 重量 (g) 備 考

1 排土 紡錘車 (5.1) (94.6) 上縁1/5欠

2 76住ヽ 1 土  錘 (5.1) 片端欠 (ほ ぼ完形)

3 検出面 土  錘 (3.5) (12.8) 片端欠 (ほ ぼ完形 )

50住 Noll 輔の羽口 (13.9) (535) 片側欠
85イ主NE 輔の羽口 (6.2) [6.3] [2.6] 片側欠 (基部1/2残 )

854主 輔の羽口 (9.7) [6.5] [1.7] (190) 両側欠 (胴部1/2残 )

854L 輔の羽口 (11.6) [6.4] [1.9] (200) 片側欠 (上部2/5残 )

12土 輔の羽口 (9.0) [8.4] [2.5] (300) 片側欠 (上部1/2残 )

12土 輪の羽口 (8.5) [9.2] [2.3] (195) 片側欠 (上部1/5残 )

23土ヽ 1,5 輔の羽口 12,7 (760) 胴部1/3欠

23土 Nol,5 輔の羽口 (9.6) (530) 上半欠
P52Nol 輔の羽口 (8.8) 7.7 [2.4] (215) 片側欠 (基部2/3残 )

P52 輔の羽口 (7.5) [6.5] [3.0] 両側欠 (胴部2/5残 )

P52 輔の羽口 (5.2) 底部1/4残

P237No5 輔の羽口 (9.9) [7.2] [1.9] (160) 片側欠 (頭部2/5残 )

(重量 :g)

出土地点 個体数 破片 重 量 備 考 出土地点 個体数 破片 重 量 備 考

4住 器面摩耗 1 23土 >3 3 小破片多数
9住 2 器面摩耗 1 P16 1 器面摩耗 1

11住 1 器面摩耗 1 P32 1

17住 1 器面摩耗 1 P52 >3

18住 >1 3 P53 4

504主 1 2 1290 P237 >2 小破片多数
85t主 >3 1溝 1 器面摩耗 1

10土 2 8 検出面 11 228 器面摩耗 2

12土 >2 4 排土
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しており、焼成は還元焔による。胎土は緻密で、白色・茶褐色土粒を含む。成形は粘土板成形でヘ

ラ状工具を用い、調整はヘラ状工具によるケズリ・ナデと指ナデによる。出土遺構は19020022・

81083087住 と1・ 3溝で比較的多い。20住 は4点を数えるがまとまった出土状況ではない。この

他検出面からも若干認められた。出土遺構は多いが、焼成・胎土・調整技法等から同一個体と考え

たい。尚、僅か14点 の破片で復元模式図を載せているが、全 くの想像で作成したものである。

1～ 4は軸部の破片である。 1は 19住 と検出面からの出土。方形の一辺三間の構成で、壁体は中

央部でかなり膨らむ。壁体の厚さは均一でなく、0.6～ 1.3cmを測る。幅は台輪が付 く部分で約15cm

と推定され、 2に比べ斗棋表現が簡略なことから、二層以上の軸部破片と考えたい。斗棋は貼 り付

けた突帯をヘラ状工具を用いて逆凸形に切 り出し、壁付の三斗を表現する。大斗表現は省略され見

られない。隅の斗棋は45° の方向から逸れてつく。破損のため明らかではないが、持ち送りは棒状工

具を押しつけて三手先を表現しているものと思われる。2は壁体の厚さ0.7cm程 を測る。22住 と87住

の覆土中からの出土品が接合した。 1と 同じ手法で壁付の三斗を表現しているが、逆凸形の突帯が

2重になり、持ち送 りを貼 り付けている。尾垂木と手先の三斗は表現されない。 3は検出面より得

た。台輪が幅1.6cm程 の突帯で表現され、その上に持ち送 りを貼 り付けている。4は 22住 より出土し

た。壁体の厚さ0.5～ 0.7cmを 測る。隅には45° の方向に高さ1.5cm、 幅1.Ocm程 の断面台形の突帯がつ

く。円柱の側柱が表現されているとおもわれ、おそらく初層の破片であろう。

5～ 7は屋蓋部の破片である。 5は 83住 より出土した。半裁竹管状工具による押し引きにより、

幅0.8cm、 高さ0.4cmの 丸瓦が隙間なくあり、平瓦は表現されない。継目は軒先から l cmと 3.5cmの位

置に認められる。裏面の地垂木は幅 2.Ocm、 高さ 0。 4cmを測る。突帯を貼り付けた後にヘラ状工具

を用いて断面三角形に仕上げている。地垂木の間隔は小破片の為に知 り得ない。雑な作 りと破損の

為はっきりしないが飛稽垂木は表現されていないと思われる。屋蓋の反りは軒先近 く僅かに認めら

れる。 607は天丼部の破片と考えたい。 6は 3溝から出土し、厚さ1.3～ 1.8cm、 7は 20住 より出

土し、厚さ0.9～ 1.lcmを測る。通常は軸受けの部分に心柱貫通の円孔が穿ってあるが、 607は円

形ではなく方形を呈するものと考えられ、特徴的である。

瓦塔の所属時期については、検討する資料が乏しく断定には至らないものの、雑な成形・調整、

斗棋表現から、 9世紀なかば頃に属すると考えたい。

く参考文献〉

1:石村喜英 1971 「瓦塔と泥塔」『新版 考古学講座 8 特論 (上 )』

2:林 和男 1985 「信濃の瓦塔」『信濃』37-4

3:高橋光司 1989 「瓦塔小考」『考古学雑誌』743
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5。 鉄製品 (第80～83図 )

鉄製品は総計128点、鉄滓は833点総重量にして30kgを越える量が出土 している。 これだけまとま

った鉄製品が出土 した遺跡は松本市内でははじめてで、近隣でも本遺跡の上流域で田川の左岸に位

置する塩尻市の吉田川西遺跡が知 られているにすぎない。吉田川西遺跡は古代遺構から349点 にのぼ

る鉄製品と鍛冶関係資料を出土 してお り、本遺跡 もよく似た様相を呈 している。今回出土 した資料

のうち器種が断定できたものは77点で、不明のものが51点 と約 4割を占める。不明品のうち 5点は

亀の子状のひび割れが走る鋳鉄片である。個々の遺物については観察表 と実測図を参照 していただ

き、本文では不明品について若干の考察を記述 してお く。なお、紙数の都合により実測図は89点、

観察表には110点 しか掲載できなかったことをあらかじめお断 りしてお く。

まず、81住出土の83で ある。下端部の合わせ目など鐸の様相を呈 している。小原遺跡、吉田川西

遺跡など周辺遺跡からも鉄鐸の出土を見るが、いずれも11世紀後半から12世紀の遺構からの出上で、

最大径 も 3 cmを 越えない小型品である。また、形状 も上端 と下端の径が大差ない円筒型である。欠

損状況 も不自然であり、本品を鉄鐸 と断定することは避けた。

2点目は44住出上の図版番号87で ある。欠損の認められない角棒状の鍛鉄で、錆による膨脹はあ

るが、径は最大値26× 20mm、 最小値 16× 15mmを測 り、全長は108mm、 重量は140gを測る。国内にお

いて鉄器の生産が盛んになるのは古墳時代になってからであるが、古墳時代前期においては鉄素材

は鉄錘という形で主に朝鮮半島からもたらされていたと考えられている。 これは製鉄 と鍛冶が分化

していたことを示 しており、わが国には鍛冶技術がまず輸入されたという証左である。 こうした発

展段階を地方にあてはめれば、鍛冶関連の資料は出土 しているが製鉄遺跡が発見されていない段階

において、鉄素材を先進他地域に求めたことは想像に難 くない。本品はその一形態であり、44住 は

69の鍛鉄片や他の鉄製品の出土状況から鍛冶に関係する遺構 と考えたい。 このことについては鉄滓

の出土状況からも考察を加える必要がある。周辺の鉄滓出土遺構を見ると、44住の西側に近接する

P237か ら小振 りながら黒色を呈 し僅かに木片をかみこむ椀状鉄滓が出土 している。 P237は 土器を

伴出しないため時期が不明であるが、44住あるいは43住 をも含め関連を考える必要がある。 こうし

た関係にある遺構グループは他にも81住 または83住 と25土坑、26住 と12土坑がある。また、16住は

黒色を呈 し木片や炭化物を多量にかみこむ大形の椀状鉄滓をはじめ多量の鉄滓を出土 している。鍛

冶遺構 と見て差 し支えなかろう。若干時期差があるが10土坑 との関係 も合わせて指摘 しておきたい。

このほか16土坑、23土坑、42土坑、P2、 P49、 P55、 P247な ど良質な鍛冶滓を出土する遺構があ

り、今後鞘などの資料 と合わせて検討する必要がある。

く参考文献〉

1:長野県埋蔵文化財センター 1990 『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書―塩尻市内その2-吉田川西遺跡』

2:雄山閣出版 1991 『古墳時代の研究 第 5巻 生産と流通 H』

3:ニ ューサイエンス社 1983 『考古学ライブラリー15製鉄遺跡』 窪田蔵郎
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出土遺構 図版番号 器種名 特 徴

1住 火打金具 ほぼ完形、山形で裾部が緩やかに

立上がる

刀子 P 両端欠

3住 刀 子 身部のみで先端を欠き、棟が厚し

不 明 L字形 を呈す

4住 紡錘車 紡軸のみ、両端欠

不 明 片端 をつぶ しまるめている

釘 尖端欠

刀子 両端を欠く、両関をもち棟は厚く

関も明瞭

不 明 両端欠、鎌か

紡錘車 紡軸の一部

釘 両端欠

5住 不 明 厚 い長方形の鋳鉄

8住 釘 尖端欠、頭部 はつぶれる

釘 尖端欠、頭部は大きく長方形に折

曲がる

不 明 断面円形の太い棒状

10住 釘 頭部 を僅かに欠 く

不 明

11住 鏃 端茎で僅かに逆刺のつ く片丸造の

三角形、茎部先端欠錆 による膨張

著 しい

刀 子 僅かな両関をもつ細長身形両端欠

13住 刀 子 僅かな両関をもつ細長身形身部を

1/2程 度欠く

16住 鎌 基部か ら刃部 に向け徐々に減幅 し

て行 く、左鎌で全体 に厚 い、ほぼ

完形

18住 苧引鉄 脚部のみ、木質付着

不 明 断面方形の棒状、片端つぶれる、

鎚飽か

19住 紡錘車 軸部両端 を欠 く

20住 刀子 大型で茎部の大部分と身部の先端

を欠く、茎部裏に木質付着

不 明 鏃の茎か

23住 鎌 基部と刃部の境で急激に湾曲する

身部厚は非常に薄く着柄部に木質

が付着する

24住 釘 頭部 を欠 く

釘 尖端が曲る

釘 尖端僅かに欠、遺存状況良

釘 僅かに曲る

27住 刀子 身部は剃刀状に薄い、棟側に木質

付着、輸の痕跡か、両端を欠く

不明 断面方形の棒状

29住 不 明 断面方形の棒状、工具か

第 9表 鉄製品・鉄滓観察表

出土遺構 図版番号 器種名 特 徴

29住 刀 子 細長形で棟関 をもつ、刃部研 ぎ減

り著 しく先端 を欠 く茎部先端 に木

質付着

30住 釘 頭部のみ

不 明 断面方形の棒状、曲る

31住 鋤先 端部は丸く、袋部は浅い

鎌 基部から刃部に向け徐々に減する

先端欠

32住 紡錘車 紡軸の一部

刀 子 茎の一部

33住 鎌 身幅の割合に小型か、刃部の大半

欠、左鎌

釘 膨張著しく尖端欠

刀 子 茎のみ、本質付着

不 明 断面円形の棒状、紡軸か

36住 釘 頭部欠

43住 鉢 縁辺3/5を 欠く、底部に突起があっ

た痕跡から鋳鉄製と推測する

紡錘車 紡 輪

鏃 逆刺の小 さい両丸造の長三角形式

箆被 は膨張著 しい茎部先端 を饉か

に欠 く

刀 子 完形、小型で茎部が長い、不明瞭

な両関をもつ

不 明 棒 状

44住 鎌 基部のみ、薄い

釘 先端欠、頭部大きく折曲る

釘 頭部欠、膨張著 しし

刀子 茎部僅か、木質付着

7 刀 子 刃部か ら茎部僅か、両関で棟側 は

明瞭

不 明 鍛鉄、方形の板状、縁辺欠

不 明 半製品の鉄棒か、140g

47住 不明 長方形の断面を持つL字型鑓か、

両端欠

不 明 棒状で断面丸からつぶされ楠円に

変わる

不 明 断面方形の棒状、鏃の茎か

48住 刀 子 刃部から茎部、両関

54住 不明 尖端をもつ断面方形の棒状上部が

偏平になる、鏃の茎

55住 不 明 紡軸 ?一部 に漆が残 る

紡錘車 棒軸の一部

61住 刀 子 細長形で両関をもつ、棟厚く刃部

研ぎ減り著しい

63住 刀 子 茎の一部

70住 刀 子 細長形で両関 をもつ、脆 い

-45-



出土遺構 図版番号 器種名 特 徴

70住 鏃 長茎の片刃箭式で関をもつ茎部の

大半 を欠 く

刀 子 身部は剃刀状に薄い、棟側に本質

付着、鞘の痕跡か

71住 苧引鉄 大型で刃は鋭 さに欠 ける、一方の

脚部先端 を欠 く

73住 鏃 両丸の長三角形式、箆被部は膨張

し茎部を欠く

81住 苧引鉄 中間部分を欠く、刃は鋭利で一方

の脚部に本質付着

鑓 飽 茎の刃側で大きく曲る、刃は鏑造

と推測するが膨張により定かでは

ない、茎部先端を僅かに欠く

不明 鉄板を円錐に近い円筒状に巻き上

部を欠いている

83住 9 刀 子 棟の厚い細長形と推瀬1す る身の一

部のみ

刀子 刃部から茎部僅か、両関で棟関は

明瞭

不 明 三角形の板状

90住 餃具 全長75mm、 最大幅53mmを 測る大型

品、枠部はホタテ貝形を呈しT字

型刺金をもつ

1土坑 不 明 断面方形、尖端 をもつ

6土坑 刀子 両端欠、無関の小型品

12土坑 楔 細身の短冊型

不 明 断面方形の棒状

不 明 膨張著しい、鏃あるいは霊鑓飽な

ど工具の身部か

2 刀 子 身部から茎部、両関をもつ膨張著

しい

不 明 苧引鉄の一部か

1 刀 子 厚い棟側が減幅する、棟関膨張著

しく茎部 を欠 く

25土坑 鑓 1/2程 度

鎌 基部は直線に僅かに増幅しながら

部に向う、全体的に薄く基部端か

ら70mm程度の直線部分から刃が形

成される、大型のほぼ完形品

鎌 77と 同規格、折返し部の先を僅か

に欠く

38土坑 不 明 長楕円の断面 をもつ棒状、両端 を

欠 き曲る

不 明 棒状、磁性弱 い

不 明 断面円形の棒状、残存す る端部 に

木質付着、工具の茎

不 明 断面方形の尖端 をもつ棒状

1溝 釘 膨張著 しし

3溝 餃 具 枠の一部

出土遺構 図版番号 器種名 特 徴

A区 63

64

紡錘車 紡輪、軸部の痕跡を残す、他に

紡軸の2片

釘 頭部欠

刀子 茎部のみ、目釘穴 あ り

5 刀 子 刃部のみ、棟厚く刃側が減幅し尖

端を形成

不 明 棒状で片端がつぶれる、先端を欠

く

釘 尖端欠

不 明 断面方形の棒状、中央が最も太く

1端が尖り他端欠

B区 刀 子 刃部のみ、棟厚 い

釘 頭部大きく折れ曲る、端欠

釘 膨張著しく先端を欠く

検出面 不 明 断面方形の棒状、両端欠

錠 完形、脚部が長 t

釘 先端曲る

不 明 先端で何かを挟む形状

出土遺構 総重量 g 特 徴

3住 小型の椀状鉄滓 2点 と塊状鉄滓 2点 ずつ塊状

鉄滓の うち 1点 は磁性 あ り

4住 椀状鉄滓の中型と小型のもの 1点ずつ椀状鉄

滓は黒色で炭化物を含む

5住 磁性のある小型塊状鉄滓 2点 ほか

9住 中型の椀状鉄滓 1点のみ

10住 中型の椀状鉄滓 1点ほか

16住 大型の椀状鉄滓 3点 ほか

17住 小型の椀状鉄滓 2点 ほか

47住 855 黒色で炭化物が付着する椀状鉄滓片3点 を含

む

85住 小型の椀状鉄滓 2点 と偏平 な もの 1点

89[主 鉄 塊

10土坑 小さな塊状鉄滓115点

12土坑 椀状鉄滓片2点 を含む

16土坑 中型の椀状鉄滓と塊状鉄滓 3点ずつ、ほかに

小さい塊52点

23土坑 中型の椀状鉄滓2点ほか

42土 坑 検出時点か ら厚い焼土 を確認、塊状鉄滓が小

さい もの も含め18点

椀状鉄滓 3点 を含み48点

3780 椀状鉄滓大型のものから小型のものまでH点、

黒色で気泡を多く含み裏側に炭化物が付着す

る

530 小 さい塊状鉄滓48点

P237 気泡 を多 く含む椀状鉄滓 4点 ほか

A区北部 裏側 に粘土が付着する気泡の少ない椀状鉄滓
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第 4章 調査のまとめ

本遺跡名は「平田本郷」としたが厳密には「本郷」は神社の東側で現在の集落地区に当たる。調

査地は北前堰の南側が「若宮」、北側が「西浦」に該当する。

未調査の 6軒を除く88軒 を遺物により時期別に分けると、奈良時代 (2～ 4期 )11、 平安時代前

期 (5～ 8期 )65.8、 同中期 (9～ 11期)6.6、 同後期 (12期 )1.5、 不明 3軒 となり、75%を 占め

る平安時代前期が圧倒的に多く、後期は極端に少ない。

さて住居址の施設を概観すると、カマドは60軒 に見ることができる。石組、あるいは石芯粘土が

奈良時代 (2～ 4期 )

平安時代前期 (5～ 8期 )

平安時代中期 (9～ 11期 )

平安時代後期 (12期 )

瓦 塔 片

墨 書 土 器

A地区

√ θ

tS° ・

ゝ
°・Ooワj

ざ 0

j・ξ∫?

『 東 寺 』

□

□

□

蜃

・」

『 寺 』
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主となり、粘土カマドは 4軒程である。カマドは隅部が 3軒、北側が 6軒で、他は西あるいは東に

位置する。住居址内にピットをもつものは17軒あり、このうちピットが柱穴と認められるものは 6

軒、うち 1軒のみ 4本柱が揃っている。が、いずれの掘 り方もかなり浅いことが目立っている。

掘立柱建物址は6棟で、総柱 4、 側柱 2である。このうち 5棟が堰を挟み、南北50m内 に並ぶ。

少ない遺物ながら3・ 4建が 2～ 4期の土器を出す。これは時期別住居址の比率を反映させるかは

疑間であり、又、住居址の数に比べこの 6棟 という数は貧弱である。ピット・土坑の占地の様子は

前項で述べたように粗密対照的である。又、特に触れなかったが、P80P100 Pllか らは黒色土器

杯のみが多量に出土し、食器類のうちの特定なもののみが小穴に投棄される様子が見られた。A・

B地区の間は遺構が検出できなかった所である。ここには検出面上部に南西～北西へ最大厚40cmの

大量の礫層があり、この為に遺構が流失してしまったとも考えられる。すぐ脇にも小幅ながら6～ 8

溝が同方向に流れ、自然流路があったことを示している。

遺物はもっとも古いもので土師器高杯など5世紀中頃のものがごく僅かある。新しいものとして

は平安時代後期 (12、 3期)の灰釉陶器椀、土師器椀などで、中世の遺物は皆無であった。遺構の重

複と異時期の遺物混入が多いなか43・ 46住 は8期の良好な資料を出土する。両者とも単層の覆土で

床面上全体に広 く遺物が多く、その点で一括性が高いと言える。

やや特殊なものとして瓦塔がある。 7期の遺物に多 く含まれ、同一片らしい。これらは6軒の住

居址と2条の溝から得られた。位置的にはA地区の北西に集中する。ここは南からの 1溝、それに

平行した 3溝、更に西から4溝が集つている。墨書土器も多く、 9・ 17・ 18020の上位 4軒からの

もので計47点、これは全118点のうちの40%に 当たる。又、 2軒の住居から『寺』・『東寺』という墨

書を得た。こららの時期も7期で瓦塔に一致する。

鉄器の鉢は43住床面から逆位で出土した。製作上では底部外面に突起がありここを鋳口としてい

る。鉄鍋でなく、鉢の器形に注目したい。県内では箕輪町を含め数例あるらしいが、もっとも残 り

の良いものとなろう。仏教的祭 りに使用されたのであろうか。この鉄器を含め、鉄製品は128点 と多

く、輔の羽口も総点数17個体以上、鉄滓等は800点以上もあり、これらから当然小鍛冶の存在を考え

なければならない。

以上のことからこの集落を推考するに、平安時代前期前半から人家が増え始め、後半になると鉄

器なども生産しながら集落は全盛を迎える。人々は寺を建立しなくともその代わりとして信仰の対

象に溝で区画した場所に瓦塔を祀った。後半になると急激に人口が減 り、集落は途絶える。その原

因は集落に入ってきた奈良井川の洪水かもしれない………。

平田地区においての発掘は今回がはじめてであり、予想した以上の成果を得られた。しかし反面、

堰北側のD地区まで細かな調査を行う時間的余裕がなく、中途のまま終了せざるを得なかった。真

冬という調査時期を含め今後の検討課題としなくてはならない。
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第 1号住居址

第 6号住居址

A′

IQ

B′

l:″ |:11(青灰色■ )

H:鉄分沈澱層 (黄色土粒多量混入の青灰色土 )

Ⅲ :lt色 ・茶褐色:1世混入淡灰色:li

lV:茶褐色:li塊 多 tヽ混入 (礫少 ht混 入)BI灰色J

V:暗灰色 li

:ヽl:砂
礫卜,

E28キ
ヽ
ｍ

Ｒ
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＝

Ｈ
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ν
キせ11

第 4図  住 居址
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第 203号 住居址 (遺物出土状況 )

I:小傑・茶褐色:11塊 tt人砂′[灰 色J
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ヽ
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第 4 ・70号住居址 (遺物出土状況 )

5住

E20キ

C

C                   c′

パ
VI≡ 亘

=ヒ

6068′ lm

l:砂 Fi暗灰色:L

‖ :焼 :ll粒 多lt混 入砂,1暗灰色■

I11:lliFilズ 色■

4住 カマ ド

I:茶褐色■塊混人lrJ,1灰色■ (小礫少 tt混 入 )

‖ :砂 Fi淡灰色上

+E27

0           2m

0             1m

―
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|

A                                 A′
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ヽ
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第 6図  住 居址
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第 5 69号住居址 (遺物出土状況 )
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第 7図 住居址 (4)
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第 8

0            2m

9号住居址
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第‖号住居址

同遺物出土状況
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第13号住居址

A                           A′
60684m

第14号住居址

同遺物出土状況
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A                         A′
―´C=====================」  6067`lm

灰色 ll塊 滋1人砂′i暗 褐色上

0            2m

A                        A′
60714m

第‖図 住居址 (8)

-56-

◎L  CI

o｀   ど多
の
ハ

傑混入砂質暗 ll」 色■ (礫比較的多い)

第15号住居址

´

つ蜘
好
　　　　　　　。

傑滋1人砂
`i暗

褐色:|



10土 坑

第16・ 68号住居址 (遺物出土状況 )

キW:

I:砂 Fi灰 褐色■

‖ :炭 化物粒・ llt■ tt ltttt人 砂Fi灰色J

lll:粘 !I黄 ‖色:1■1人砂 Filズ 色■

IV:茶 褐色:11塊 わせ人砂Fi灰色■

V:砂 Filズ 色■

キ渉

キ■

ヽ
ｍ

―
＼
、‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
「
―

川
―
Ｉ

Ｊ
／

_N:2       
“

|

A′      I:小中礫混人砂
=i灰

色 |

0            2m

第12図 住居址 (9)

-57-



第17・ 18号住居址

ヽ
０

|

I:1沙
=1灰

色■

I:茶 褐色■塊混入砂′1灰 色:li

‖ :茶褐色■塊多Jlt混 人暗灰褐色J

同遺物出土状況

0            2m

第13図 住居址

-58-

ハ
リ

ξヽあ
~ρ

ψ F
。t,    6    D

9・         o  r¬    。 (

い龍
し  ヽ口

'メ悔



第20・ 21022023・ 87号住居址

旦                      黒84m

D′

I:礫 (φ 3～ 10om)少 it混 入砂′1灰 色上

1 :炭 化物r17tttt I肝 1

‖ :小礫多it混人砂ri暗灰色:li

!||:小・中礫lt人砂質灰色:L(部分的に粘′11ズ 色■ )

1ヽ :砂Ⅳ i卜f(一部砂 rilズ 色:11)

V:褐 色■塊・炭化物粒混入砂′i灰色■

VI:炭化物混人砂tl灰色■ (焼■オ'FttYlt人 )

Ⅶ :1天 色1/1卜 ,

V‖ :lJL■塊・炭化物粒混人砂Fi灰色■

lヽ :炭 化物混入砂質灰色■

Ｅ
一

E′

o            2m

第14図 住居址 〔1)

-59-



第24号住居址

だ

一
Ａ

一

ふ

Ｒ

ＩＩ

ＩＩ

日

＝

Ｈ

Ｐ

ヽ
ｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｍ

、
、

ギ

‐
Ю

‐

‐

≠

理 亘
尊

IIIア

60704m

第25026号住居址

A                       A′
60704m

第15図 住居址

-60-

人・小礫混入砂質灰

“

「

I:小傑・茶褐色上塊混入砂?i灰褐色fll

‖ :中 礫多 lt・ 茶褐色■塊混入1/JFi灰 褐色J
Ⅲ :砂′I灰 色:L

Iヽ
・:炭 化物混入 lハ 11

.ヽ:茶
褐色:1現混入砂′i灰 色■

0            2m

(12



第27号住居址 (遺物出土状況 )

A                                A′
60714m

第28号住居址

ヽ
０

ｋ

ｌ ｌ

＝

日

Ｈ

Ｈ

Ｈ

日

Ｈ

Ｈ

Ｈ

＝

ｒ

ヽ
ｍ

ml 01

l:小・中礫混入砂′I灰色上

H:茶 褐色■粒混人砂Fi灰色J

A′
+騨

:|

B′

B             B′

__/60714m

I:小・中礫混人砂′i灰 色■

‖ :Wi′ i褐 色Jl

lll:焼 Ji17混 入粘質褐色Ji

lヽ :焼土粒混入 1卜,

0           2m

第16図 住居址

-61-

(131

◎P『
｀

0       ｀



第29号住居址

ｋ
ハ

＝

＝

剛

目

Ｈ

＝

Ｈ

同

イ

l:小・中礫多it混入灰褐色上

H:炭化物粒混入砂質暗褐色
=L

Ⅲ :粘質褐色上塊多11混入砂質褐色:li

30住 遺物出土状況

C       C′

早

Ａ

一

第30号住居址

騨::+

1:小 。中礫多it混入灰褐色上

1:焼 :L塊混入灰褐色Ji

l″ :炭 化物混入灰褐色Jl

H:砂質灰色J,

lll:や や粘 rl灰 色上

0            2m

第17図 住居址

-62-

ハ
ツ



第31・ 32号住居址

C C′

◎P2

@Pl

1 :小 ・中礫混入灰褐色上

I.:炭 化物・焼土塊混入 l卜1

11 :砂夕i灰 褐色Jl

l‖ :灰色Ji塊混入砂質灰褐色Ji

IV:砂 質灰褐色Jl

IV′ :炭 化物・焼Jl粒少11混人 lV卜 ,

V:砂 質灰色土

S59゛
さ・

 °

°O Cヌ

 Q      :望

｀

の

0            2m

第18図 住居址 00

-63-



第33053号住居址

33住 遺物出土状況

0            2m

第19図 住居址

-64-

(161

σ

一
Ｃ
一

I :小・ 中礫混入茶褐色Ji塊 多it混人砂質灰色Jl

11 :小・中礫混人砂質灰色土

lH:炭化物・焼itttYlt人 砂質灰色Ji

IV:小・中礫混入砂′i灰 色土 (砂夕i"iい )

lV:焼 Ji塊混入lVI"

V:砂 Fi灰色Jl(掘 り方か)

。
(〔

玉 萱
)

心       °

0
c %。

:´ζ,。    
ι D

も◎″   b
ァ  ∂ θ

0
σ



第34号住居址

十騨::

第35号住居址

Ａ

一

+ヽ
:1

ml

A′

爵04m  l:紛岳皮箇壁
人砂質灰色:|

Ⅲ :焼Ji粒混入砂′i灰 色[li

ｍヽ
メ N46

だ

一

騨:|ス

I:小・中礫混人灰 IIJ色上

‖ :小・中礫多量混入灰褐色上

Ⅲ :焼iL塊・炭化物混入灰褐色J

Vl:小・中礫多量混入灰褐色上

V:砂 ′i灰 色
=L

0            2m

第20図  住居址 ←D

-65-

攀



第36号住居址

:ヽl+
ヽ
０

ゝ

――

――

――

―‐

――

‐―

‐―

＝

ビ

ｍヽ

Ａ

一

ml

A′A
諦 飾

～
中肝 剤 嘲 混妙 触 針

第38号住居址
３７

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
　

　

　

　

　

】】

第

+ぶ :“ |

A′

o           2m

l:茶褐色:卜・貴褐色Jl塊・小・中礫混入灰褐色Jl

H:小・中礫混入灰褐色上

Ⅲ :砂質灰色土

VI:炭化物肝

`V:焼二L粒混入 H卜,

第21図 住居址 00

-66-



θ

Ｄ

＾
〆
”
　
）ｏ

Ｑ餞

塩

除

同遺物出土状況第39号住居址

‐
」
ｈ
‐―
‐―
‐―
‐‐
―‐
―‐
日
―‐
ロ
ー‐
日
同
目
――
ロ
ソ
ー

ヽ
ｍ

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

ｍ

第40号住居址

キ騨::

|>

α
一

Ｃ

一 平

‐ｖ ‐‐‐

＞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞
、

。
Ｏ
ヽ

】・
ヨ

学

・
〓
霧

や
陣

籠

卜
Ｓ
ヽ

曇

さ

い
■

I:砂質灰褐色
=L

H:炭化物混入灰褐色■

Ⅲ :焼土塊少」t混入砂FI灰色」:

Ⅳ :粘

'i灰

褐色二L

0            2m

(191第 22図  住 居址

-67-



第41号住居址

+騨
::

ヽ
ｍ

十‖:|

Ｋ

ＩＩ

日

Ｈ

Ｈ

Ｉ

・

―

目

目

日

――

イ

C               C′

D           D′

ml

C′

A                              A′
~ミ

葦
玉 正 三 II正 三 正 三 I正 三 IIIIIII正 三 ン

~60674m

第42号住居址 (遺物出土状況 )

キ‖Il

第23図  住居址 崚0

-68-

I :小 。中礫 (φ 05～ 10cm)多 ittlt人灰色Jl

l :‖ ili褐 色J現混入 1卜,

II :焼 :Lli7・ 焼■塊混入‖i,1褐 色上

lH:粘質褐色■

鍮ン

1:小 。中傑多it・ 茶褐色Jl塊混入灰褐色JI

H:焼 Jl塊・炭化物混入暗灰色Ji

lll i中 礫混入粘 ll灰 色Jl

IV:焼 Jl塊混入 IIli質灰色■

0           2m



第43065号住居址

43住遺物出土状況

I :小・中礫 (φ l～ 3 cm)少 tヽ混 人砂?i灰色:li

11 :1沙 ,11ズ 色Jl

l‖ :li lilズ 色:11

1V:礫散二人粘′I灰 色■

V:砂 Fi灰色上

V・ :小礫多it混入 V肝 1

Vl:鉄 分沈澱 llu

ⅥI:ljL:L・ 炭化物卜1

哄  導η O付
"グ

う
°嗜沙

ム
。
Dふ

 ヽ   ′

′ た写
°  S 

°

の  ゞ0。
 っ

θ
D

0            2m



第44号住居址

キ‖::

″
一

Ａ
一

fI』

4m

伺遺物出土状況

l :茶褐色Jl粒 多11・ 小・中礫 (φ l～ 5 cm)混 入灰褐色J

I′ :小・中礫 (φ l～ 5 cm)混 入灰褐色Ji

l″ :灰 褐色土

II :灰 色J檄混入 ll17FI灰色土

Ⅲ :灰色砂1,

IV :焼上・炭化物混入灰褐色Jl

V :焼土塊少it混入粘質灰色上

0           2m

第25図  住居址 ea

-70-

滅聟Γ  Yざ
d tt  ω ・τ

客

ξ
ぐ  ο

口

 。Q'Ic,J嗜



■
０
理
ヽ
く
嘔
諧

¨
ヒ

Ｅあ
ら
０１ヽ
ＲぃＨ＝Ｈ＝ＨＨＨＨ日‐．Ｈ口‐‐ＨＨＨＨＨＨ日‐‐ＨＨＭＨ＝厠Ｙ‐ＨＨⅣｒｉ
　　　　Ｅあ
卜８

いヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　

∩ヽ

Ｅ
で
言

ヽ
ｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｍ

第45047056・ 57・ 74・ 89号住居址

A′A
60734m

I:大礫多it混入嗜褐色Jl

H:礫 多it混入暗灰色
=L

い1     57住
F        F′

ヤ
‖l:焼 Jl微 fit・ 炭化物混入暗褐色上

56住

G     G′
~―

-60714m

H′

-60714m
V:焼二L塊混入砂質灰色土

I            I′

-60724m
焼上混入砂質責褐色[L

1 :小 。中礫 (φ l～ 5 cm)混入砂
『

i暗褐色
=L

i.:小・中礫 (φ l～ 5 cm)多」1混入砂ri暗褐色J

H:砂 質灰褐色Jl

第 26図  住居址  QЭ

-71-

74住

′′

0           2m

飩

鼈
い



雅

　

Ｅ
・
∞

朧

４６

　

　

ヽ
く

第 居 址

第48号住居址

+ヽ
|:

十騨;:

I:黄 色J淑泥人 iり 灰色Jl

H:粘 Fi灰色上

Ⅲ :茶褐色
=L塊

多it・ 礫混入暗褐色J

IV:大 。中礫混入砂質晴褐色上

V:粘質黄褐色Ji

VI:焼 Jl塊・炭化物混入灰褐色Jl

Ⅵl:や やlli質灰色Ji

Ⅵ‖:1嗜 褐色[11

同遺物出土状況

B             B′
一

赫 m

自
Ｈ
‐
三Ｆ
‐
‐
‐
‐
―
―
‐＝
＝
＝
＝
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
＝
＝

く
|

十榊::

κ
ｌｌ
＝
――
‐Ｉ
Ｈ
目
目
――
――
―‐
椰
ｒ

ml

A′

悪ル44m  l:監
I‖磐実十層

0           2m

第27図  住居址 0→

-72-
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第49号住居址

1:砂質暗褐色Ji

‖ :砂li灰色i
lll i炭 化物・焼

=L粒
混入砂

=:暗
褐色Ji(l lliよ り暗い )

iV:灰色砂質土

49住遺物出土状況

I:礫少11混人嗜褐色上

‖ :砂質灰色Jl

lll:焼 Jl塊混入砂
『

i灰 色Jl

lV:IAri褐 色J塊混入砂ri灰色J

第50号住居址 (遺物出土状況 )

あ
|

騨品+

Ａ
一

0           2m

第28図  住居址 CD

-73-

の  。3。あ ?

僚ピlf入  蓼 ~ 
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|

い
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S 旬

tθ  9

D

σ              OI

0比
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第51・ 52号住居址

A

第54号住居址

ヌ N25

A′

607 34m     l:小
・中礫混入砂質灰色土

雌  ‖:廃『焼織章混妙知ズ倒

Ｅ

ご

Ｒ

肝

＝

Ｈ

＝

＝

‐

】

Ｉ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｉ Ｉ

＝

ィ

ヽ
ｍ

ml

Ｃ
一

C′

｀

花 蔦 薦

こ

==匡 辛
葎

60724m

‖ :焼土塊多it混入 I卜′

Ⅲ :焼 土塊微量混入砂
『 i灰 色■

D         D′

―

D~60714m

ぁ1     
同遺物出土状況

メ騨:|

Ａ
一

だ
一

1:細・小礫混人砂7rl晴
灰色■

‖ :細・小礫混入砂′i灰色J,

川 :焼Jl塊・炭化物混入砂質暗灰色:

IV:lllliFi黄 灰色Ji

0           2m

第29図 住居址 90

-74-

ご
′     くて

ヽ
ｍ

ml

ｏ

ｏ
鵡

め



第55号住居址 (遺 物出土状況 )

〇||あ

第58号住居址

A′

ml

I:細・小礫多 そヽ混入砂Fi暗灰色J
‖ :砂質灰色上

Ⅲ :焼 Jl塊微ittt人 砂ri暗灰色:L

iV:責灰色[li

ヽ
く

＝
出
Ｊ
引
＝
――
――
――
――
――
〃

C             C′

く
|

l:Illili灰 色■

H:礫・茶褐色■塊混人暗褐色:L

Ⅲ :大 礫 (φ 10cm)混 入1/州暗褐色Ji

lV:焼上塊炭化物混入砂質暗褐色上

V:粘質黄灰色■塊混入砂賀暗灰色Ji

VI:粘質貴灰色Jl塊

0            2m

第30図  住居址 e⊃

-75-



第59号住居址

手ヽ 乳

A

灰色砂 ri:li

第63号住居址

+ヽ
::

I:茶 lll色 Jl塊 多量混入砂質灰色Jl

H:褐色土塊多it混入砂質灰色J:

Ⅲ :褐色上塊多it混入やや粘質灰色J

IV:炭化物粒多it混入 IIl卜 ,

V:焼 Jl塊混入絆i質 褐色上

第62号住居址

I:小礫混入砂質灰色Jl

H:礫 (φ l～ 3 cm)多 11・ 茶褐色Jl塊混入砂質暗灰色iL

第64号住居址

/  +騨 :|

+N49

I:茶 褐色Jl塊少量混入 llli質灰色iL

‖ :粘質灰色Ji

lll:焼上・炭化物微it混入砂ri灰色Jl

Ａ
一

ｋ
ハ

＝

Ｈ
Ｈ

Ｈ

＝
Ｈ

Ｈ

Ｈ
ＩＩ

＝

Ｈ
‐‐

――

＝
ν

ｌ

“ヽ　　　　　　　　　　　一プｗ　　・χ
一　　　　　　　　　　　　　　ｍ

騨:|十

+‖
::

A′

A′

0           2m

第31図  住居址 10

-76-
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第60・ 61・ 84号住居址 A                           A′

吐 ‰

B′

(B～ D)

1:確 (φ 2～ l llK;m)混 人lPi7灰 色Jl

‖ :砂
『 1灰 色[L

lll:焼上塊・炭化物・礫混入‖i灰色:「

G′

_60674m

0           2m

Ｇ

一

ｒ

一

I:小・中礫多Jl混人砂質灰褐色Ji

‖ :焼 上塊多Jit混 入砂質灰褐色Jl

lll:砂確Fi灰色Ji

lV:焼 Ji粒混入 1ll卜|

第32図  住居址 99

-77-

(A I)
I:小・ 中礫多11カ 1人灰褐色J
‖ :小・中礫多it`1人 暗灰色J
Ill:礫混人砂質暗灰色:L

|

一

1喘

S ′

聰フ   テ
登f3°  ｀

Q   O。

。   ♂
ο

D縫  :。

占ヽtpl
合 ^ 

°

で寡g/~♪
s聯

`                 ,ヽ



第66号住居址

ml

A                                  A′
~｀

こ 蚕 ≡

=====璽
三 至 ≡ ==≡ ≡ ≡ ≡ ≡ ≡ ≡ ≡ ≡ ≡ 3戸

~60734m

第71・ 72号住居址

第 33図  住居址

-78-

ml

l:礫 少it・ 茶褐色Jl塊混入灰色Jl

‖ :砂質灰色土

III:砂質灰色Jl(H卜 1よ り砂質強い)

lV:粘 llrl灰
色上

「

Ｌ

Ｒ

‐ ‐

‐ ‐

日

‐ ‐

‐ ‐

日

― ―

― ―

― ‐

― ‐

― ‐

‐ Ｉ

Ｈ

日

「

引

c        C′      D

午

60744m 

級

lll:暗灰色土

■
Ｊ
華

区
＜
螂

き

〓

。
そ

¨
〓

■
Ｊ
Ｏ

メ

く

導

き

黒

¨
一

Ｅ
ヾ
∞

卜
０
０

ｍヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｍ

ｒ
一

0            2m



第67・ 75076・ 79・ 88・ 90・ 91号住居址

Ｃ
一

C′

I:細礫少量llt人 灰色砂Fi■

l :砂
'i灰

色■

十騨:|

91住

67住

ll_三

||

プl_

40土坑

(88住 ピ ント)
75住

A′

D

661L

(D～ 11)

l:礫 (φ l～ 5 cm)。 小炭 fヒ物粒混入灰色砂質iト

H:砂質晴灰色土

Ill:焼土少jtttt入砂質嗜灰色上

IV:焼 Jl多 11混入砂質暗灰色土

V:責褐色粘夕i=L

第34図  住居址 00

67住

E′

キ騨∴

I:責灰色・ 白灰色土粒混入灰色砂質J:

‖ :小礫 (φ l～ 2 cm)混入灰色砂質Jl

l11:小礫 (φ l～ 2 cm)多量混入灰色砂質J,(や やIIい )

IV:小礫多11混入灰色砂質上 (砂質強い)

V:小槃微量混入灰色砂
71・l:L(や や1嶋 い)

VI:り1灰 色砂質Jl

ⅥI:晴灰色砂質lL(ピ ット)

D′

0           2m

|

|

シ
F｀

祟 Ｅ

一

（／ 、
ヽ
ヽノ

79住

_ヽ∠ fIモ__ゴ

-79-



だ
一

Ａ

一

＞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞
、

０
０
ヽ
Ｏ
ヽ
ヨ

一

一
学

・
〓
霧

離

ヽ
注

ざ
い
■

〓

¨
津

さ

ゞ

誉

濠

澪
漕

さ

い
〓

Ｒ

Ｉ‐

―‐

―‐

日

Ｈ

ＩＩ

＝

ｒ

ml

Ａ

一

ｋ
は

――

＝

―Ｉ

Ｈ

Ｈ

＝

日

間

＝

＝

＝

ｒ

A′
Ａ
一

第73号住居址

|> /

B       B′

ギ

0694m

Ⅲ :焼 Jl塊混入砂質灰色Jl

第82号住居址
Ⅳ:粘質灰色上

十騨|:

“

l        ml

キヽ T

A                         A′
｀ ヽ 三

=王 ==互 =五 =フ

″ 60684m

第81号住居址 (遺物出土状況 )

キ W7
A

C

キ榊∵

＞
、

Ｎ

Ｗ
×

Ｃ

一

第35図  住居址 00

-80-

0            2m

 ヽ    009
′

%。
い       _

Qttθ
oNな ∞

ム ふ

。

ぺ 匹
華

至 三 正 三
y60684m

1:小・中礫混入灰褐色上

‖ :焼Jlli7混人灰褐色:li

i74ぃ        
⊆

l11:粘質褐色土

IV:lyti粒 混入砂質灰色Jl

V:砂質灰色Jl

第83号住居址

ぁ|     
キ騨∵  ぃ|         、

|

25土 坑

三ゝ
4溝

キ騨∵ ml

A                        A′
60694n】

1:小・中傑・炭化物混人‖

“

褐色土

‖ :茶褐色■1/混入灰色■

ｍヽ

粘質灰色土



第85号住居址

第86号住居址

* r.nrs
w5l

ヽ
ｍ

キ騨|:2

A′

1 :や や砂礫′i暗 lil褐 色:li

ll :確 (φ l～ 10Cm)・ 飲分・ マンガン多Jl混人砂Fi暗灰色Jl

‖I :や や粘′I灰色:11

‖|.:‖i質 黄灰色土塊混入‖l'1

‖|″ :焼 :L塊ね1人 111卜

'‖l″ :傑混人 lll卜 1

1V :Wi'い 1褐色:li塊

Ａ
一

ml

l:1嗜 灰色:11

‖ :小 。中確多tt混人暗褐色 :|「

IIl i ltli′ i黄灰色J:

IV:灰褐色Jl

V:焼■塊多 lt混 入IV肝′

0            2m

第36図  住居址 00

-81-

/ 
"/Q42the

鉄分沈澱層A′



′V

IO

」◎R"

第 1号建物址

第 2号建物址

V

∩
|

◎H" ◎Pふ

◎R譴

灰色二‐‐　　型

質
　
　
り

ル
　
は

職
　
　
鯛

剣ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　剣　　̈̈
¨

◎R田 (ロン
Pi::

∩
|

F́Sこ______/2ヒーー___ζ 、ゝ_
′V                             V

／
牛

Ｉ

Ｔ

０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
、

―

10 い
|」◎R% 91‖ ◎戚8

◎R% OP271 ◎R"

旦◎ R鑢  。R鈍
10 ン

B′Ｂ
一

■
要

「

~~―

、

「

― ―
~~｀

‐
〆

60674m

第37図 掘立柱建物址 (1)

-82-



第 3号建 物 址

 _口 mヒ ____ノ 至 ヒ _一 一 一
_「 ⊇ ヒ

・旺 Iプ
~~~~¬

旺ガ
~~~~~通

ゴ
~∞684m

第 4号建物址
 」三二l____∠ 三二と___」 三⊇L

′V

lo      10     い
|

ヽ
∩

色灰砂人

土

混

色

一瓜
灰

多

質

礫

砂

い

だ

‐

Ｄ

‐

ヽ

Ｆ

」

ν
∩

|

一
Ｖ

ヽ
∩

召

「

ノ

「

ｄ

「

耐

Ч
旦
Q2つ つ囲OPi

lQ   B  I              I

小・中礫 (～ 5 cm)多 it混入砂質暗褐色Jl

第38図  掘立柱建物址 (2)

＼◎閣◎略3◎吻5

=◎町2◎ン3③鼻4

◎Ptt SP獅 ◎P獅

-83-



第 5号建物址

第 6号建物址

｀③P"3

10

三◎
P"7

」◎躙 ③賠③∴
〇

ｄ

ｌ

ヨ

ヽ

１

、

」

〃

‐

‐

ヽ

Ｆ

Ｉ

ヽ

ど
∩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
Ｗ

ヽ
∩

Ａ

Ｉ

十

０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
、

〃
「
‐
―
ば
「
―
〃
Ч

０
、

・
9ぽ 愕剛9曳

B                           B′

¨
人

∩
　
　
　
　
地

Ｏ
Ｐ

5◎
P289

′V                        V

い |

◎P298◎戚9

◎R∝ OR∞ C)円∞

・
9剛 Q観

B                        B′

茶褐色上塊・中傑 (φ l～ 3 cm)多量Ylt人 砂′i暗灰色Jl o           2m

第39図  掘立柱建物址

-84-



こなど

イ θ
S,o rr:

2t.
°
。Oc)7。

/

00H
〇

O Ll

cS°
o74

S土
0
S

1,IIIハ

0

亀QJ

第 1号竪穴状遺構

置 図配

　

」Ъ
　
　
　

一́

脚

　

馘
　
‐―
ル

ｒ

一◎

A区主要土坑・ビット・

第13号 土

―

‐

P16 ―
 

「

だ
一

A

◎

A′

Ｂ
一

60684m

粘質灰色■ (ピ ットも同様 )

B′

0            2m

l:茶 褐色上塊混入灰色上

‖ :茶褐色:ll塊 多Jtt混 人灰色:|

lll:砂 ri灰色:li(■ 1:L)

0            1m

竪穴状遺構 0土坑

-85-

亀?〔ζ‖1
Q16:11

P18

第40図



第 1号土坑 第 2号土坑

砂質灰色
=L

第 3号土坑

一
(三二二〕≫一

キ

茶褐色上塊混入灰色Jl

第 9号土坑

「
Ｊ
ヽ
こ
全

く
―Ｉ

Ｈ

ヽ
く

　
　
　
　
　
　

、り
‐
‐

―
‐Ｈ
ノ

・） 　

　

　

　

　

　

坑

色

ゝ

＼

　

十

　

′

灰質砂

　

　

　

　

　

　

口
車

　

Ｂ

、
　

く

入

７
９

塊
　
　
　
　
　
　
　
　
　

饉

土色

褐
　
　
‐

に
、

茶

‐

∩

４ヽ

ヽ

＼

く

坑
　
‐
‐
、
＼

　

、

牡̈万鶏第

一　
　
住

60674m

砂質灰色Jl

-60674m

小・中礫混入砂Fi灰色J

―   鉄分沈澱研

60684m

1:礫 (φ l～ 5 cm)多 li救1人晴褐色J

H:砂質晴灰褐色Ji

Ⅲ :砂質暗灰褐色:11(H At,よ り11い )

0            2m

60684m

砂質灰色上

第 4号土坑     J=キ ゝ

~｀
===============戸 ‐ 0684m

B           B′

606劉 m

砂ダi灰 色Ji

礫少it混入砂質暗灰色J「

第41図  土坑 (2)

-86-

_60674m

茶褐色土少n混入砂質灰色上

、
　

色
）

に

゛
飽

第12号土坑

°

遺

90

第10号 土坑



第31号 土坑

第30号土坑

A

A′

A A′

砂質灰色
=L

B

B B′

_60674m

第19号土坑

一

(【

:)

-60694m
砂

'I灰

色上

第22号土坑

第20号土坑

_60694m

茶褐色Jl粒・小礫混入砂撃i灰 褐色Jl

第23号土坑

／

一

＝
牛
、
「

峰
第16

Ｂ
一

号土坑

60664m

C

砂雪灰色J

第25号土坑

茶褐色:L塊・小傑多 lt混 入灰褐色:|:

_607 04ni

傑 (φ 3～ 5 cm)混 人灰色:11

小礫 混 入砂
『

I暗灰 色上

C′

C          C′

、
こ

==フ「

60684m

炭化材多11混入砂質灰褐色:L

_60694m

小礫混入砂Fi灰色■

第26号土坑

雛

一

|
/

4溝

l:り llズ 色Ji

‖ :傑 (φ 5～ 10cm)混 入り]ズ 色■

第29号土坑

l:{炒′i灰 色■

ll i礫 (φ l～ 3 cm)混 入 l卜 1

第32号土坑

60694m

茶褐色上塊少量混入粘質灰色土

2m

¨
60704m

第 42図  土坑  (3)

-87-

60714m

炭 fヒ物多11滋1人砂fI灰色Ji

第27号土坑

P228



第35号土坑

下 ≡ 易 て
60704m

H          l,l■ l(二 )

l:炭化材片微it混人砂ll・

l灰 色Ji

‖:小礫混入砂

`i灰

色上

第39号土坑

1:焼土塊多it・ 炭化物少よt混人砂質灰色J

‖ :粘質灰色Jl

P10
P‖

第36号土坑

1:灰 色Jl塊・小礫混入晴褐色J
‖ :茶褐色■粒混入砂ri灰色■

l:‖キ灰色■

H:小礫混入 I ttf

第41号土坑

-607 24ni
暗灰色砂質Ji

P9

l:淡小t色 J現混人灰褐色
=L

‖ :焼 Jl塊 多it混入灰褐色二L
Ⅲ :焼土塊・黄色■粒混入灰色Jl

IV:焼二L塊少it混入灰色Ji

V:炭 化物多it混入灰色Jl

VI:礫 (φ l～ 12Cm)・ 炭イヒ物微it焼 [11多 it混入灰色J

P49

＝
牛
Ｉ
Ｔ

―

2m

／
牛
Ｉ
Ｔ

P50

-◎

0            1m

第42号土坑 第43号土坑

~ヽ

=垂
イ

==ゞ
SE==フ ~60664m

砂
=ilズ

色」1

砂′i灰色:li

第43図  土坑 (4)0ビ ット (1)

-88-

一

鉄滓 炭化物



r⑮ 二ゝゝ f(3_| 一そ
_/~60661m

[ア
iにD)_l_

_60694m

傑混入砂質暗灰色J「

_   I    _
~-60654m

鉄滓・溶滓

I:鉄滓多11混入砂質灰褐色Jl

PIt〔

5》
一
|

可 憂 5石
60684m

炭化物・焼Jl混入砂llul灰
色J:

B                  B′

玉

=亘

互 亜 フ
万

6067`lm

_   ―――ヾ 匡3ペミ藁夢″
60684m

砂質暗灰色土

P237

D       D′

-6069`lmi

―◎一分ィマ
/

P247

-《Ξ)

И
牛
―
■

一

第 1号溝

A′     CA                                 _   _
60674m

へ ご 万
6071`lm

甘

60734m

E           E′
607 01nl

1 :砂 ri灰色:L

l.:小礫混入砂質灰色Jl

ll :小礫混入砂質灰褐色Jl

l‖ :砂質褐色Ji

III′ :炭 化材サ1多 11混 入砂

`i褐

色J

第 2号溝

F      F′

-6067`lm

第 3号溝

H        H′
m飾

第 4号溝

K      K′

_60704m

小・中礫多it混入灰色上

G      G′

v606 84m   l

I         I′

60704m

l :小礫少it混入砂質嗜褐色Jl

l :中礫少it混入砂質暗褐色上

I″ :中 礫多11混入砂質暗褐色
=L

II :砂 質褐色Jl

‖I :小 礫混入砂質灰褐色二L

第44図  ビッ ト (2)・ 溝址

-89-

J  l      =
¬

蔓 ア π 耳 ≡ ≧ 万
607 04nl

o            2m

:細 礫混入砂夕i暗 褐色:||

:小 礫多量混人暗褐色fl:



第 1号住居址

14K

第 3号住居址

1    9K

HK

4/
26(白 磁)

0         5        10cm

第45図  出土土器 (1)

-90-



第 4号住居址

第 5号住居址

| 
ヘ ラ切 り

A                  

｀
｀
＼~~」

・
JJ′

43K            44K

45K

咽
52K A

Ocm

第46図 出土土器 (2)

-91-

41K A

47N S



▼
~Tワ~/

53K A

第 6号住居址

第 7号住居址

第 8号住居址

K

第47図  出土土器 (3)

-92-

夕
~

0        5        10cm



第 9号住居址

79K A

85K A

＼∠X墜圭/88K A

Q
昭
　
υ/

92K A

Ъ ″
90K A 91K A

94K A

第48図  出土土器

-93-

87K A

93K A

97K A



01/6

第ll号住居址

125 K A

第 49図  出土土器

-94-



第12号住居址

第13号住居址

138N S137N S

第50図  出土土器 (6)

-95-

149 K A



153 K A

157K A

第14号住居址

160S

第15号住居址

第16号住居址

第17号住居址

172N S

―
ン

糸切 リケズ リ  161 K A

「

    177N S

0        5        10cm

162 K A

171 K A

173N S

176N S

第 51図  出土 土 器 (7)

-96-

168K A

ν

169 K A

175N S



196 K A

A

180H

186K A

195 K A

185K A

第 18号住 居址

193N S

天
て

ミ
「

::][]:;ラ

ラ
フ

ア

                       A198K A

200K

第19号住居址

204 K A

第 52図  出 土 土 器 (8)

-97-

201K

192K

190K A

イ(0〉
197K A

203N S



|二 ||ほ ケズ 1

第20号住居址

209N S 210N S

214 K A

212N S

ノ

第53図  出土土器

-98-



:|:::::::||:|:::ili:|ノ

237H

第22号住居址

第24号住居址

第 25号住 居址

249H

Ａ

　

　

　

　

　

　

　

Ａ

246K A

第26号住居址

251 K A

252K A

第 54図  出土土器  00

231 K A

:::::::::::::::li;

1::111:::;

243K A

呂
―――――――
―――――――

-99-



第27号住居址

第29号住居址

＼一=義
「

~~/

260N S

第28号住居址

267K

/
269K

o        5        10Cm

第55図  出土土器 01)

-100-

（一́一一一イ「



第30号住居址

8H

第31号住居址

第32号住居址

＼
288H

291K

第 56図  出 土 土 器  02

-101-

287N S

283N S282N S



292N S

第33号住居址

第34号住居址

第35号住居址

|二1転 ヘ ラ切 り

第36号住居址

294H

303H

305K A 307K

313K

第57図  出土土器 ←Э

-102-

300N S

315K



第37号住居址

第38号住居址

第40号住居址

ヘラ切リナデ
 336S

331 K A

337K A

第 58図  出土 土 器  0→

-103-

o    l    J,OCm

318K A

||、

LI1 11

'｀

 .ヽ
、ヽ  

｀

'|′

|

|||｀物 |||

、|、1'||¬

第39号住居址



第41号住居址

第42号住居址

342H

345H344 K B

第43号住居址

£Q8
D(100

350N S

３４８Ｓ　　　似ゝ
＼＼．〕γ＝Ⅵ周
３４９Ｈ

第59図  出土土器 00

-104-

ヘラ切 リケズ リ

木葉圧痕  340H

一

341N S

%げ //″ルペ

鰤″筋ク脚μ

愉 靱 弄三フ́ノ

～_ゝ L
5 10cm



357 K A

―隋
第44号住居址

―∪
(161第60図  出土土器

-105-



第45号住居址

第46号住居址

il」
.lp

|

llll転 ケズリ  387S

第61図 出土土器

-106-

|コ lllAケ ズ :



第48号住居址

第49号住居址

398K A

第50号住居址

0    ,   __■ OCm

第62図  出土土器

-107-

410K

(181

390K A



第51号住居址

421K

―

425H

第63図  出土土器

-108-

第53号住居址

ノ

%

0        5       10cm



428K A

433 K A

第54号住居址

第55号住居址

第58号住居址

444H



第59号住居址

ヘラ切り

第60号住居址

ロ ツ

448S

450K A

458N S

第 65図  出土土器

-110-

455K

第61号住居址

121)

456N S

457N S



465K A

468 K A

482H

A

470K A

476K A

第62号住居址

第63号住居址

第64号住居址

第66号住居址

481 K A

490S

第66図 出土土器

-111-

473K A
471 K A

474 K A

480N S

ヘラ切り  489S

5        10cm

492S

120



第67号住居址

第68号住居址

第69号住居址

ン

４９３

497 K A

｀
て

ヽ三二II≡三二777iA

第 67図  出土土器  俄Э

-112-



ヘ ラ切 リナデ

第70号住居址

第71号住居址

第72号住居址

524N S

第73号住居址

ゝ

518S

＼己 イ別

一一
ギヽ‐卜一



532 K A

｀
[≡土

=ヨ
咤35K  第74号住居址

第75号住居址

536S

第76号住居址

第79号住居址

539S

第81号住居址

＼

てI[][]II:'1子
is

第82号住居址

第83号住居址

第69図  出土土器

-114-

.\ltrJD 537 S



第85号住居址
S

｀

【
モ:::::][::::;テ iis

第86号住居址

S

o        5        10Cm

第70図

第87号住居址

-115-



574 K A

第89号住居址

∠ J

第90号住居址

＼
581H

第 1号土坑

て`【
:::::::]::::::'ラ

z`iH

第 4号土坑

第10号 土坑

S ゝ 生 ま 3H

第71図  出土土器 にD

-116-

573 K A

5        10cm



601K

第ll号土坑
第13号土坑

605H

＼ ヽ

ヽ

一
一

一

　́
、ヽ＼
い

さ
ゝ
ヽ

肥蜀 Z 笏
颯
亦辮

ン,

606S

第72図  出土土器  90

-117-



｀
く
ミ言三三三ヨΞ]:「ラ

子lNS

｀
く
てこ三三三[二二二,ラ

イiH

第12号土坑

第20号土坑

第38号土坑

ヨ ノ
608H

HKA

第27号土坑

＼どノコ :I基生多ク
609K A

□可ζЮKA

第23号土坑

1    623K

第25号土坑

NS

第26号土坑

9H

,的

｀

(11::]:::'17is

第29号土坑

第73図  出土土器 99

-118-

×



ビット8

ビットlo

ビット11

ピット75

652K A

648 K A

657H

1301

ピット50

ビット52

Ａ

　

　

　

　

　

　

　

　

Ａ

Ｋ

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｋ

ビット163

第 74図  出土土器

-119-

ビット237



ビット223

ヽ F
659 K A

第 1号溝址

旺フ4KA 667K

第

2号溝址

＼  |ノ
668N S

3号溝址

ポ
669 K A

第75図  出土土器 00

-120-

＼    K

｀
く

こ
ここII]三 ニニニ

「

Z子ls

＼
て

こ
〔III[II:「 Zζis

-7 674N S

乙H

Z
Z田

θ

Ｔ

Ｃ



ヨ`璽ИAと｀
“4`

検出面

毬 ノ
689N S

③ ∠H

＼― J

∩
雹
―熙
６９９ＫＢ　
５

l0cm７

７００Ｒ

第76図 出土土器

-121-

ヘラ切 リケズ リ



石  器

牲       1    _rJCm

|

|

03

′ 1 1           1



|  ||

/  1  ヽ

第78図 土製品 (2)

-123-





_こ二 の ■
4

て 取

==Of
8

瑠
===三

0〕
~

12

.C       コニ
22

―
―
-0-=

3

I唖駐=五2

て嘲

二        四二  ・qこミ

`耳
=ク
 ・¬

13

裂 算
=影

ヨI   駐 の

15                  16

I|

24

7
1      23

26

＝
３８
η

廿
　

に３９

１
１

３４

√

ＨＩＩ咆岬Ｈ％日＝Ｈ＝ｖ３３

32

晨
~こFη

 35

37

‐‐ｌ
ｚＩ
　
　
Ｐ」

ｋ
ｌｌ
●
＝
闘
脚
＝
‐―
＝
▼
‐，
３０

０

Ａ
箭
ｒ
”
＝
揚
２７

［Ｒ
て

第80図  鉄器 (l)

-125-

<匡
==型 コ ー い

19

1        Z>
21



??R\\ qiJ
H ]t L-ulll)tla/ u|]

パ
ゝ
＝
＝
Ｈ
＝
〕
‐‐

一　
　
　
５４

０

１

Δ
「
湾
Ｕ

‐‐

マ

‐‐

． 　
　
　
５３

ｏ
ｌ
ワ
コ

‐‐

Л

＝

５２

０

６

１‐

ノ

ーー

ν

ｌ
一０
月
Ｈ
＝
´
い
＝
＝
ｕ
‐‐

ヽ

―
‐
―

――

――

倒

―Ｉ

Ｍ

Ⅷ

Ｙ

　

。

一　

　

　

　

　

　

　

　

４ ５
‐

　

　

５‐

　

　

　

　

５８

６

∪

‐

Ｑ

＝

場

‐ ‐
― ‐

∪

‐ ‐
　

　

　

。

‐

ρ
ｌｌ ｌ

Ｈ

‐ Ｉ

Ｈ

‐ ―

物
日

＝

――

―Ｉ

Ｖ

‐‐
∩
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
＝
Ｈ
‐‐
阿
Ｈ
Ｈ
＝
―ｌ
υ
‐‐

一
　

　

　

　

　

　

４ ４

‐―＝
Ｚ＝
日
　

「
＝
　
　
Ｐ
＝
＝
＝
ヽ

．　
　
　
　
　
５０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

． 　
　
　
　
　
　
　
　
　
５７

‐‐∩
―Ｉ
Ｕ
‐―
　

（∪

‐
ρ
И
Ｖ

　

Ｏ
‐
０
１‐
――
“
旧
――Ｉ
Ｕ

一
　

　

　

　

　

４ ３

‐‐
（日１‐倒＝
‐‐翻約ｉｎ＝
＝〕Ｈ∪
‐‐

―
‐

＝

―

わ

‐‐■

ド

ソ
４９

‐‐
∩
＝

「

ノ

／

‐

日
（
＝

ク
ロ
υ

口

ワ    物
|

0
|

60

］

５６

ロ

ー

ロ
ーー
＝
＝
＝
脅
＝
＝
＝
―ｌ
ｒ

¶
――

――

――

―Ｉ

Ч

． 　
　
　
　
　
　
５５

０

１
α
＝
――
ロ
ーー
＝
ソ

②
62

負―旺ンバ匡‐‐‐腋

第81図  鉄器  (2)

-126-

0                      10cm





写 真 図 版



γ11号 ti:た 1カ | 第 2号住居址

む

甕
　
１
‐

‐

第 4号住居址遺物出土状況

第 6号住居力L 第 8号住居址

第 9号住居力L遺物出上状況 (「 前は第 8号住居丸L) 第10号住居址遺物出土状況

第 1図版



―

―

 
…

二     ヽ

も

軍 静

第 2図版



榛
　

　

´

1ヽ11111:11」

:FI饉
れ

一
緩

・ヽ
一一．． ．　

　
　
　
．．一∫

∴
総
ム
　
　
　
　
　
　
一
・

一〓
■

，
争

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

，

難

忘

辱■

・　

■
ギ

Ｆ
』

７
一
い
事

´
．
ヽ
一年

鑢  ■‐ヽ

嚇蝙 、

躊
=I》

ゞ織
為

斉ヽ 3日1版



ヽ
一

鼈
〓

撼

ヽ

驚
・　
無
惨
ヽ

ヽ
　

　

■
・

“
　

　

一

・〓
‘
　
，　
　
　
　
Ｐ

．　
　
　
ず
　
　
　
‘ヽ

ト

t

ゝ

．．一・
鷺

　
鳩

‘

卜菫ぽ臨ギ
．摯か
　ヽ

・　
　
一
盛
Ｆ
　
　
よ



ざε ≧
■ ヘ

‐
r・ …鰺

ざ1か磁
｀

｀      1    ザ|

懸轟、゛亀
感  鶴 .

‐ず‐

辟

ｆ
鰺

色

”聯
〓

鰈

‐驚

い

蜂

第 bし」版



億♂“I.=範
‐

|ヽ  _

| _絲  醸   ‐

挙|｀||

111 Υ一
　

一
ｒ
　

．

「．一́一〓」摯・　一．
鮨
　
一

√

|、 ●|,   ||11ド |

卜 嶋 |1鑽
: 、11ギ彎

一́

ギ
窯

√

　

．‘

，
ヽ

‐
冬眩てギ警

.囃響檬暮鷺
麟鸞

重

・



第61)夕」イ|:九
:|力 |:遺物出 11状況 第61)」 fl:ム

11カ :遺物出 11状 況

4‐整膠
ご

ゞ ‐・
｀

ン

は
|●・ 象

繊 鑽

|ゝ )|

・
‐
ユ:キ|

|ぶ■ 1`11

づ藤

第(38'」 イliム
llナ

II

】リド2'j ll:キ IIナ
:

第 7図版



'」

排‖立柱建物力|

`T,5)」
lllヾ′IL(lrFり 1:(μtl力 1ケ l,)

第 8図版



ン
 ヽ ′

,illlllllllン

i‐ぶし

一ぶ

第 9図版



‐

111

1零
藤
摯

11111‐

雑‐

|)ヽ 31111:| | 1  1(1与 F

・ヽ  き
｀

麟
●
Ｖ
ｉ
鴬

後
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

苺

||||,|

ノ
　
　

，

一　

　

　

　

ｒ
´

確

．

弩‐    ご懸.

ヽ

11‐ 僣||11警ギ‐
ilサ 1ク サi「午「 了・ 11( |力 . I

氏

||ヽ
醸静黎

・ ξl

′,.   ・■ | t.
nゝぃ

鶴

一癬
一
一

」
ヽ
　

ヽ
■1磯■‐■●

I)」 |)|イ :ヽ「 1111111(1'

障ヽ

さ

守
・

1壼 :。

o単JL

第10図版



322

74

第 11図版  土器・ 陶磁器 (1)



255

347

第12図版 土器・ 陶磁器 (2)



459

第 13図版 土器・ 陶磁器 (3)



■■滲

柩 籟
緑釉陶器 。自磁 (ド段右端 )

●

瓦 塔 5

606

第 14図版 土器・ 陶磁器 (4)・ 瓦塔

瓦塔 1



618

第15図版 墨書・ 刻印土器

387「 :芙 濃国J刻 印須恵器



土製品

棘
=●

:

A区 (裏 )

第16図版 土製品 。鉄滓



２８

２７

第17図版 鉄製品 (,)



４７

ｄ
田
口
鳳
■
口
■
置
口
巴
■
薔

．
口

．
　
　
５８

８０

22

14観

爾
崎 26

11

饉
2423

‐

86

25



平田本郷遺跡調査概要

ふ  り が な ひらたほんごういせききんきゅうはっくつちょうさほうこくしょ

書 名 平田本郷遺跡緊急発掘調査報告書

副  書  名

巻 次

シ リ ー ズ 名 松本市文化財調査報告

シ リーズ番号 NQl13

編 著 者 名 高桑俊雄、市川温、木下守、関澤聡、竹内靖長、三村竜一

編 集 機 関 長野県松本市教育委員会

所 在 地 〒390 長野県松本市丸の内 3番 7号  Te1 0263-34-3000

発 行 年 月 日 平成 6(1994)年 3月 22日   (平 成 5年度)

所収遺跡名 所 在 地
コ  ー  ド 北 緯 東 経

調 査 期 間
調査面積

m2
調 査 原 因

市 町 村 遺跡番号

平田本郷

Om

長野県松本市

芳川平田

36月誕

11分

30秒

137度

57分

45秒

19921109-

11930324

県営ほ場整備事業

に伴う事前調査

所収遺跡名 種 月J 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

平田本郷 集落跡 古墳

奈良 0平安 竪穴住居址 94軒

竪穴状遺構 1基
掘立柱建物址 6棟

土坑    43基
ピット  328基
溝     10条

土器
土器 :土師・須恵
陶磁器 :灰釉・緑釉・

白磁
土製品 :紡錘車・土錘・

フイゴの羽口

石器 :砥石
鉄器 :剣・帯金具・

鋤頭・苧引鉄・

火打金具・鉢・

錠・鑓飽・鏃・

鎌・釘・刀子・喫

白磁・瓦塔 0鉄鉢など

出土

松本市文化財調査報告 N。 113

松本市平田本郷遺跡
一緊急発掘調査報告書―

平成 6年 3月 22日  印刷

平成 6年 3月 22日  発行

編集 長野県松本市教育委員会

〒390 長野県松本市丸の内 3番 7号

Te1 0263-34-3000

発行 長野県松本市教育委員会

印刷 中信凸版印刷株式会社


